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当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
「
差
別
の
歴
史

を
考
え
る
連
続
講
座
（
全
六
回
）」
の
第
三

回
（
七
月
八
日
）・
四
回
（
一
〇
月
一
四
日
）

の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し
く

は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演
録
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

中
世
の
非
人
と
は
、
病
と
く
に
癩
病
と

呼
ば
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
含
む
皮

膚
病
を
患
っ
た
人
々
や
身
体
障
害
に
よ

っ
て
社
会
体
制
か
ら
脱
落
・
排
除
・
疎

外
さ
れ
た
人
々
、
あ
る
い
は
戦
災
な
ど

で
住
処
を
追
わ
れ
た
人
々
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
人
々
が
都
市
京
都
・
奈
良
の
周

縁
部
や
交
通
の
要
衝
に
集
住
し
、
集
団

を
形
成
し
た
の
が
非
人
宿
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
最
大
の
非
人
宿
集
団
は
、
京
都

の
清
水
坂
非
人
、
奈
良
の
奈
良
坂
非
人

で
あ
っ
た
。

藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
は
清

水
坂
非
人
の
成
立
を
示
す
史
料
で
あ

る
。
長
元
四
年
一
〇
三
一
年
三
月
十
八

日
条
の
記
事
に
、
あ
る
貴
族
が
「
清
水

坂
下
之
者
」
に
「
塩
」
を
施
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
は
食

べ
物
を
施
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
状
態
の

人
た
ち
が
京
都
の
清
水
坂
の
坂
下
に
集

住
し
て
い
た
事
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
清
水
坂
非
人
」
が
明
確
に
史
料
上

に
姿
を
現
す
の
は
平
安
末
期
、
院
政
期

の
貴
族
の
日
記
『
山
槐
記
』
で
あ
る
。

保
元
三
年
一
一
五
八
年
九
月
七
日
条
に

「
清
水
坂
非
人
」
と
の
や
り
取
り
が
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
京

都
の
清
水
坂
の
坂
下
の
所
に
集
ま
っ
て

い
た
人
た
ち
が
「
清
水
坂
非
人
」
と
呼

ば
れ
、
米
な
ど
の
施
し
を
受
け
る
権
利

を
有
し
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
仏
法

部
巻
第
二
十
三
十
五
話
（『
山
槐
記
』
と

ほ
ぼ
同
時
代
）
に
は
「
比
叡
山
の
僧
が

白
癩
に
罹
っ
た
せ
い
で
、
行
く
べ
き
所

が
な
く
て
清
水
坂
に
住
ん
だ
が
、
身
体

障
害
が
あ
る
非
人
に
憎
ま
れ
て
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ

り
、
当
時
、
清
水
坂
が
社
会
の
脱
落
者

の
集
ま
る
場
所
と
し
て
観
念
せ
し
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
癩
病
患
者
を
中
心
と
し

た
非
人
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
、
仏
教

的
立
場
か
ら
救
済
運
動
を
展
開
し
た
の

が
西
大
寺
の
叡
尊
と
そ
の
弟
子
た
ち
で

あ
っ
た
。
叡
尊
の
史
料
か
ら
は
救
済
運

動
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
逆
に
中
世
の
鎌
倉
時
代
の
非
人

と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
の
実
際
を
見
て
取

る
こ
と
も
で
き
る
。

叡
尊
の
自
伝
『
感
身
学
正
記
』
は
清

水
坂
非
人
へ
の
救
済
運
動
を
展
開
し
た

際
の
史
料
で
あ
る
。

建
治
元
年
一
二
七
五
年
八
月
二
十
七

日
、
叡
尊
は
三
百
五
十
九
人
の
清
水
坂

の
非
人
た
ち
に
、「
菩
薩
戒
」
と
い
う
大

乗
仏
教
の
戒
律
を
授
け
て
い
る
。
ま

た
、
叡
尊
の
弟
子
の
觀
心
房
禅
海
が
八

百
七
十
三
人
も
の
非
人
た
ち
に
小
乗
仏

教
の
「
齋
戒
」
と
い
う
戒
律
を
授
け
て

い
る
。
そ
し
て
食
べ
物
な
ど
も
与
え
る

救
済
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

建
治
元
年
一
二
七
五
年
八
月
十
三
日

付
の
清
水
坂
非
人
長
吏
非
人
宿
の
支
配

者
の
誓
約
文
で
あ
る
「
七
人
連
判
」
か

ら
は
、
清
水
坂
非
人
が
葬
儀
に
際
し
て

遺
骸
を
運
ぶ
代
わ
り
に
、
死
者
の
衣
服

や
仏
前
の
食
べ
物
を
貰
う
権
利
を
有
し

て
お
り
、
寺
社
の
供
養
や
葬
儀
以
外
の

追
善
の
仏
事
に
お
い
て
も
「
非
人
施

行
」
と
い
う
形
で
施
し
を
受
け
る
権
利

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
京
都
の
町
中
な
ど
に
癩
病

患
者
が
出
た
場
合
、
清
水
坂
非
人
宿
か

ら
の
使
者
が
患
者
の
元
を
訪
れ
、
家
を

出
て
非
人
身
分
と
し
て
清
水
坂
非
人
宿

に
入
る
よ
う
に
促
し
て
い
た
。
そ
の
使

者
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
集
団
で
家
へ

押
し
か
け
る
と
い
う
威
圧
的
な
行
動
に

出
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
癩
病
患
者
で

第
三
回

中
世
非
人
と

西
大
寺
叡
尊
の
慈
善
救
済

講
師

細
川
涼
一
さ
ん

（
京
都
橘
大
学
名
誉
教
授
）
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あ
っ
て
も
重
病
で
な
い
場
合
は
清
水
坂

非
人
宿
の
長
吏
に
相
応
の
志
金
銭
を
支

払
い
家
に
住
み
続
け
る
こ
と
も
で
き
た

の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
癩
患
者
で
は
な

か
っ
た
長
吏
を
は
じ
め
と
す
る
非
人
宿

の
上
層
部
が
、
癩
患
者
を
清
水
坂
非
人

宿
に
移
住
さ
せ
共
に
暮
ら
し
て
い
た
事

か
ら
、
当
時
は
癩
を
感
染
す
る
病
だ
と

捉
え
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

癩
病
や
身
体
障
害
に
よ
っ
て
社
会
体

制
か
ら
脱
落
・
排
除
・
疎
外
さ
れ
た

人
々
は
乞
食
が
権
利
で
あ
り
収
入
源
で

あ
っ
た
が
、
非
人
た
ち
が
寺
社
の
門
前

に
佇
ん
で
、
あ
る
意
味
で
身
体
の
悲
惨

さ
を
晒
し
も
の
に
し
て
乞
食
活
動
の
最

前
線
に
出
さ
れ
た
の
が
こ
の
癩
病
患
者

の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

部
落
史
の
前
提
と
し
て
の
庭
造
り
や

染
物
、
皮
革
業
に
携
わ
っ
た
職
人
集
団

の
河
原
者
と
の
比
較
で
い
え
ば
一
線
を

画
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
代
学
校
教
育
に
お
け
る
部
落
問
題

は
近
世
村
落
共
同
体
に
よ
る
被
差
別
部

落
（
以
降
、
部
落
と
記
す
）
の
排
除
が

そ
の
ま
ま
継
続
し
た
た
め
に
引
き
起
こ

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

村
落
共
同
体
に
よ
る
最
初
の
近
代
的

な
公
共
事
業
が
学
校
設
置
・
運
営
で
あ

っ
た
。
本
来
は
身
分
差
別
を
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
近
世
身
分
制
に
よ
る
部
落
排
除
の
シ

ス
テ
ム
や
考
え
方
が
、
そ
の
ま
ま
持
ち

込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
村
落
共
同
体
が

部
落
を
排
除
す
る
と
、
結
果
と
し
て
近

代
学
校
教
育
か
ら
部
落
が
排
除
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
近
代
学
校
教
育
は
国
民
を
育

成
す
る
た
め
に
始
ま
る
。
一
八
七
二
年

明
治
五
年
に
発
布
さ
れ
た
学
制
が
「
邑

に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か

ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
人
の
父
兄
た
る

も
の
宜
し
く
此
の
意
を
体
認
し
其
愛
育

の
情
を
厚
く
し
其
子
弟
を
し
て
必
ず
学

に
従
事
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
な
り
」

と
皆
学
を
宣
言
し
た
。

学
区
と
い
う
行
政
区
を
作
り
、
そ
こ

に
必
ず
一
小
学
校
を
建
て
て
「
統
合
教

育
」
を
め
ざ
す
近
代
学
校
教
育
で
あ
る

が
、
そ
の
実
施
過
程
で
構
造
的
に
「
身

分
差
別
」
を
内
包
し
な
が
ら
進
ん
で
い

く
。
国
民
教
育
が
め
ざ
す
べ
き
は
部
落

も
含
め
た
「
共
学
」
で
あ
る
。
し
か
し

村
落
共
同
体
の
部
落
に
対
す
る
近
世
的

排
除
観
念
が
「
別
学
」
と
い
う
学
校
単

位
の
排
除
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

図
１
の
よ
う
に
、
め
ざ
す
べ
き
「
共

学
」
と
、
近
世
的
排
除
で
あ
る
「
別

学
」
を
め
ぐ
っ
て
、
部
落
の
主
体
的
営

為
の
強
弱
を
考
慮
し
て
、
四
つ
の
類
型

で
部
落
に
お
け
る
近
代
学
校
教
育
の
定

着
過
程
を
考
察
し
た
。

勅
令
や
法
律
が
出
て
学
校
制
度
が
始

ま
る
の
だ
が
、
そ
の
制
度
を
実
現
す
る

た
め
に
具
体
的
に
動
い
た
の
は
「
学

区
」
を
構
成
す
る
村
落
共
同
体
で
あ

る
。
村
が
国
の
方
針
を
受
け
て
資
金
を

集
め
て
学
校
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
独

立
村
と
し
て
村
を
維
持
し
て
い
た
部
落

の
中
に
は
財
力
豊
か
な
村
も
あ
り
、
そ

の
多
く
が
主
体
的
に
部
落
だ
け
が
校
区

の
部
落
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
「
独
立

校
」
を
建
て
た
。（
図
１
の
左
上
）
京
都

で
は
蓮
台
野
村
と
柳
原
村
荘
が
そ
れ
に

あ
た
る
。

蓮
台
野
村
の
場
合
、
学
制
発
布
二
年

前
一
八
七
〇
年
に
、
当
時
の
蓮
台
野
村

の
有
力
者
（
医
師
）
で
あ
っ
た
益
井
茂

平
が
私
財
を
投
げ
打
っ
て
「
独
立
校
」

で
あ
る
蓮
台
野
後
の
楽
只
小
学
校
を
開

学
し
、
自
ら
校
長
を
務
め
て
い
る
。
学

制
発
布
の
翌
年
一
八
七
三
年
に
は
男
子

五
〇
人
、
女
子
二
二
人
が
在
籍
す
る
学

制
に
基
づ
く
小
学
校
と
し
て
開
校
し
て

い
る
。
開
校
式
に
は
京
都
府
知
事
が
出

席
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

蓮
台
野
村
は
一
八
七
五
年
に
は
鷹
峯

小
学
校
を
有
す
る
隣
村
大
門
村
と
合
併

す
る
こ
と
に
な
る
。
合
併
し
た
新
し
い

一
つ
の
村
に
二
つ
の
学
校
が
存
在
す
る

状
態
と
な
っ
た
が
、
蓮
台
野
村
は
主
体

性
を
貫
い
て
蓮
台
野
小
学
校
を
「
独
立

校
」
と
し
て
維
持
し
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
自
ら
「
別
学
」
の
道
を
選
ん

だ
の
だ
。《
辻
ミ
チ
子
「
民
衆
と
町
自
治―

町
組
と
小
学
校
」（「
季
刊
論
叢
日
本
文
化

八
『
町
組
と
小
学
校
』」
角
川
書
店
一
九
七

七
）》兵

庫
県
の
東
播
磨
の
場
合
は
記
録
に

残
る
限
り
一
八
七
三
年
か
ら
七
五
年
に

第
四
回

学
校
教
育
か
ら
の
排
除
と

被
差
別
部
落
の
葛
藤

―

統
合
教
育
と
分
離
教
育
の
は
ざ
ま―

講
師

伊
藤
悦
子
さ
ん

（
京
都
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
）
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三
八
部
落
に
「
独
立
校
」
が
建
て
ら
れ

た
。
加
東
、
加
西
、
多
可
の
三
郡
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
独
立
村
部
落
に

「
独
立
校
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。《
東

野
正
明
「
播
磨
地
方
に
お
け
る
『
身
分
学

校
』
の
研
究
（
一
）
東
播
地
方
の
史
料
と
分

析
」（
安
達
五
男
編
著
「
近
代
の
教
育
と
部
落

問
題
」
明
石
書
店
一
九
八
三
）》

奈
良
県
の
場
合
も
部
落
に
二
五
校
の

「
独
立
校
」
が
建
て
ら
れ
る
が
、
明
治

の
五
年
か
ら
約
一
〇
年
の
間
は
他
の
村

に
劣
ら
な
い
就
学
率
で
あ
っ
た
一
八
八

二
年
、
八
三
年
の
就
学
状
況
は
、
部
落

独
立
校
平
均
就
学
率
は
六
七
・
九
％
、

県
全
体
は
七
〇
・
三
％
《
奥
田
善
則
「
大

和
国
に
お
け
る
小
学
校
就
学
状
況―

明
治
一

五
年
『
公
立
小
学
校
設
置
開
申
書
』
か
ら

―

」（『
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン

タ
ー
研
究
紀
要
』
２
号
一
九
九
五
）》

一
方
、
本
村
の
片
隅
に
存
在
し
て
い

た
独
立
村
で
は
な
い
小
規
模
な
部
落

（
枝
村
）
の
場
合
、
財
力
も
乏
し
く
主

体
的
に
「
独
立
校
」
を
建
て
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
枝
村
の
子
ど
も

た
ち
は
本
村
が
建
て
た
学
校
に
就
学
す

る
こ
と
に
な
る
。
本
来
「
共
学
」
を
め

ざ
し
て
い
る
だ
か
ら
、
枝
村
の
子
ど
も

た
ち
が
本
村
の
建
て
た
学
校
に
就
学
し

「
統
合
教
育
」
を
受
け
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
村
が
近
世

的
排
除
観
念
か
ら
枝
村
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
「
就
学
拒
否
」
を
し
、
枝
村
も

差
別
的
な
学
校
に
我
が
子
を
通
わ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
「
就
学
拒
否
」
を

す
る
。
そ
の
結
果
、
部
落
は
実
質
的
に

「
不
就
学
」
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
数
は
決
し
て
少
な
く
は

な
い
。（
図
１
の
右
下
）

明
治
一
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育

令
期
」
に
な
る
と
、
旧
村
落
に
林
立
し

て
設
置
さ
れ
た
小
学
校
の
統
廃
合
が
行

わ
れ
、「
分
離
教
育
」
が
進
む
こ
と
に
な

る
。（
図
１
の
左
下
）

兵
庫
県
播
磨
地
方
の
「
分
離
教
育
」

の
事
例
を
見
る
と
、
一
八
八
四
年
明
治

一
七
年
の
学
区
改
定
ま
で
独
立
維
持
が

確
認
さ
れ
て
い
る
部
落
の
学
校
も
あ
る

が
、
廃
校
に
な
っ
た
り
、
隣
接
し
て
い

る
部
落
外
の
学
校
に
吸
収
合
併
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。
ま
た
離
れ
た
部
落
の
学

校
同
士
が
合
併
し
た
事
例
も
あ
っ
た
。

加
西
郡
の
場
合
、「
学
区
」
が
一
五
に

再
編
さ
れ
、
一
五
学
区
に
一
五
の
学
校

（
本
校
）
が
設
立
さ
れ
た
。
地
理
的
な

理
由
な
ど
で
分
校
も
一
〇
校
設
置
さ
れ

た
が
、
そ
の
う
ち
六
校
は
「
部
落
学

校
」（「
身
分
学
校
」）
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
い
う
「
部
落
学
校
」（「
身
分
学
校
」）

と
は
、
単
に
部
落
に
設
立
さ
れ
存
在
し

た
学
校
の
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、

明
治
の
初
め
に
設
立
さ
れ
た
部
落
の
学

校
が
、
学
制
及
び
教
育
令
時
代
の
学
校

統
合
の
過
程
で
次
第
に
孤
立
さ
せ
ら

れ
、
行
政
的
に
再
編
さ
れ
た
独
立
を
維

持
し
た
部
落
の
学
校
の
こ
と
で
あ
る
。

「
分
離
教
育
」
が
部
落
に
学
力
的
課

題
を
も
た
ら
し
、
部
落
に
対
す
る
差
別

観
念
を
継
続
さ
せ
た
と
捉
え
る
一
方
、

た
と
え
経
済
的
に
苦
し
く
、
教
育
条
件

に
格
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
分
離
さ

れ
た
「
部
落
学
校
」
は
子
た
ち
が
安
心

し
て
学
べ
る
居
場
所
と
子
ど
も
た
ち
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育
を
提
供
し
て

い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

部
落
は
や
む
を
得
ず
「
分
離
教
育
」

に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
評
価
は
学
校
制
度
や
歴
史
の

流
れ
と
い
う
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
と
、
教
育

を
受
け
る
当
事
者
及
び
そ
の
保
護
者
の

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
二
つ
の
視
点
で
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。

四
類
型
で
近
代
学
校
教
育
と
部
落
の

関
係
を
考
察
し
て
き
た
が
、
す
べ
て
の

類
型
に
近
世
以
来
の
部
落
差
別
が
潜
在

し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

明
治
の
学
制
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
学

校
教
育
は
そ
の
定
着
過
程
に
於
い
て
、

部
落
の
主
体
的
な
「
教
育
要
求
」
と
、

近
世
以
降
の
差
別
観
念
が
招
い
た
「
就

学
拒
否
」
と
の
ジ
レ
ン
マ
を
生
み
出
し

た
。
そ
し
て
部
落
は
「
統
合
教
育
」
と

「
分
離
教
育
」
の
は
ざ
ま
で
葛
藤
し
続

け
た
の
で
あ
る
。

《
論
文
紹
介
》

全
国
水
平
社
・京
都
府
水
平
社

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

水
平
社
と
寺
田
清
四
郎

佛
教
大
学
歴
史
学
部

学
部
生

西

村

優

汰

は
じ
め
に

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
人
間
に
光
あ
れ
」

の
全
国
水
平
社
創
立
宣
言
が
採
択
さ

れ
、
本
年
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

三
月
三
日
で
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
。
こ

の
全
国
水
平
社
創
立
一
〇
〇
周
年
に
あ

た
り
、
改
め
て
部
落
問
題
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
た
り
、
水
平
社
の
歴
史
が
研
究

さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
四

月
二
日
に
は
京
都
府
水
平
社
も
創
立
一

〇
〇
周
年
と
な
る
。
こ
こ
で
は
京
都
府

水
平
社
初
代
執
行
委
員
長
を
務
め
た

「
寺
田
清
四
郎
」（
以
下
、
清
四
郎
と
す

る
）
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
注
目
し
て

見
て
い
き
た
い
。

清
四
郎
は
京
都
の
田
中
部
落
（
養
正

地
区
）
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
、
初

期
の
水
平
社
に
も
関
わ
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
人
物
で
あ
る
。
田
中
部
落
や
水
平

社
の
研
究
に
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
は
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あ
っ
た
が
、
研
究
の
中
心
的
な
対
象
に

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

著
者
は
清
四
郎
の
玄
孫
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
家
に
残
る
若
干
の
資
料
（
寺

田
家
文
書
）〈
注
１
〉
や
こ
れ
ま
で
刊
行
さ

れ
た
文
献
、
資
料
集
な
ど
を
基
に
、
清

四
郎
が
田
中
部
落
や
養
正
学
区
で
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
を
調
査

し
て
き
た
。
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年

六
月
に
は
、「
寺
田
清
四
郎

生
誕
一
四

〇
周
年
記
念
」
と
題
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
清
四
郎
が
田
中
部
落
の

指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
、

時
に
は
養
正
学
区
の
運
営
や
小
学
校
教

育
に
尽
力
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
明
ら

か
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
水
平
社
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た

が
、
水
平
社
で
の
活
動
に
関
す
る
資
料

が
家
に
は
一
点
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
と
、
研
究
す
る
機
会
も
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
著
者
自
身
が
水
平
社
と

清
四
郎
と
の
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
ず
に
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
全
国
水
平
社
・

京
都
府
水
平
社
創
立
一
〇
〇
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
に
、
水
平
社
と
清
四
郎

と
の
関
係
を
、
特
に
清
四
郎
が
ど
の
よ

う
に
水
平
社
に
関
わ
り
始
め
た
の
か
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
た
だ
、
水

平
社
に
関
わ
っ
て
い
た
時
代
の
清
四
郎

に
関
す
る
資
料
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

新
し
い
発
見
や
検
証
と
い
う
こ
と
は
十

分
に
で
き
な
い
が
、
清
四
郎
が
水
平
社

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ

ま
り
み
ら
れ
な
い
た
め
、
改
め
て
そ
れ

に
焦
点
を
あ
て
て
整
理
し
、
考
察
し
て

い
く
。

寺
田
清
四
郎 

一
九
一
〇
年
四
月
二
七
日
撮
影

一
寺
田
清
四
郎
の
生
い
立
ち

ま
ず
清
四
郎
の
生
い
立
ち
を
見
て
い

き
た
い
。

清
四
郎
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）

年
六
月
二
九
日
に
、
父
・
寺
田
清
次

郎
、
母
・
り
か
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
寺
田
家
文
書
に
よ
れ
ば
「
奈
良
県

添
上
郡
辰
市
村
字
杏
」
が
出
生
地
と
な

っ
て
い
る
〈
注
２
〉。
奈
良
県
の
出
身
で
あ

る
こ
と
や
辰
市
村
に
か
つ
て
親
戚
が
い

た
こ
と
は
伝
え
聞
い
て
お
り
、
間
違
い

な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
戸
籍
に
よ
る

と
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
の
時

点
で
は
、
京
都
の
「
柳
原
町
字
小
稲

荷
」（
当
時
は
愛
宕
郡
柳
原
荘
、
後
の
崇

仁
地
区
）
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、

い
つ
頃
、
柳
原
町
に
移
住
し
て
き
た
の

か
は
不
明
で
あ
り
、
柳
原
町
に
住
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
は
伝
え
聞
い
て
い
な

い
。奈

良
や
柳
原
町
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
寺
田
家
が

ど
の
よ
う
な
家
で
あ
っ
た
の
か
は
全
く

わ
か
っ
て
い
な
い
。
一
つ
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
は
、
清
四
郎
の
父
の
代
ま
で
、

長
男
は
代
々
「
清
次
郎
」
を
襲
名
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
で
も
家

業
に
よ
っ
て
名
前
を
代
々
襲
名
し
て
い

る
家
が
あ
る
が
、
寺
田
家
も
何
ら
か
の

商
売
を
し
て
い
た
の
か
、
家
業
の
関
係

で
「
清
次
郎
」
を
襲
名
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
た
だ
父
の
代
を
最
後
に
襲
名
が
途

絶
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柳
原
町
に
移

住
し
た
時
点
で
は
代
々
の
家
業
は
し
て

い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
清
四
郎
は
読
み
書
き
が
で
き
、

尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
小
学
校
を
卒
業

し
た
の
か
は
、
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た

だ
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
、
清
四

郎
が
八
歳
の
時
点
で
柳
原
町
に
住
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
柳
原
小
学
校
（
後
の

崇
仁
小
学
校
）
を
卒
業
し
た
可
能
性
が

極
め
て
高
い
と
考
え
て
い
る
。
小
学
校

卒
業
後
、
二
六
歳
ま
で
の
十
数
年
間
、

清
四
郎
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た

の
か
は
、
全
く
わ
か
ら
な
い
。

次
に
清
四
郎
の
様
子
が
わ
か
る
の

が
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
こ

と
で
あ
る
。
清
四
郎
は
こ
の
年
の
九
月

に
父
・
清
次
郎
か
ら
分
家
し
て
、「
愛
宕

郡
田
中
村
小
字
西
河
原
」（
今
の
左
京
区

田
中
、
養
正
地
区
）
へ
移
り
住
ん
だ
。

分
家
し
て
移
住
し
た
先
が
な
ぜ
田
中
部

落
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
事
情
で

移
住
し
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
こ
の
田
中
部
落
へ
の
移
住
を
き
っ

か
け
に
清
四
郎
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
述

べ
る
が
、
私
的
な
こ
と
で
は
、
妻
と
の

間
に
長
男
が
生
ま
れ
（
子
ど
も
は
一

人
）、
自
宅
で
質
屋
、
雑
貨
屋
、
煙
草
屋

を
営
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）
年
頃
か
ら
商
売
を
始
め

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
商
売
は

亡
く
な
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

二
田
中
部
落
に
移
住
し
て
か
ら
の
こ
と

～
部
落
改
善
運
動
へ
～

ま
ず
清
四
郎
が
移
住
し
て
き
た
一
九

〇
六
（
明
治
三
九
）
年
頃
の
田
中
部
落
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に
つ
い
て
少
し
見
て
い
こ
う
。

田
中
部
落
で
は
、
一
八
八
七
（
明
治

二
〇
）
年
頃
か
ら
「
夜
学
校
」
の
開
設

を
目
指
し
た
取
組
が
続
け
ら
れ
て
い
た

が
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
頃
、

そ
れ
が
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う

に
な
る
。
当
時
の
田
中
部
落
は
不
就
学

の
子
ど
も
や
青
年
が
多
く
、
彼
ら
の
教

育
を
保
障
す
る
た
め
に
夜
学
校
の
開
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
（
明

治
三
三
）
年
、
田
中
部
落
の
有
力
者
で

あ
る
浅
井
清
三
郎
〈
注
３
〉
が
中
心
と
な

り
、
教
育
無
尽
頼
母
子
講
〈
注
４
〉
が
組
織

さ
れ
た
。
頼
母
子
講
の
利
潤
に
よ
っ
て

夜
学
校
の
運
営
資
金
を
確
保
し
、
翌

年
、
夜
学
校
が
開
設
さ
れ
た
が
、
指
導

者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
の
出
席
状
況
が
悪
か
っ
た
り
と
、
こ

の
時
に
は
夜
学
校
と
し
て
十
分
に
機
能

し
な
か
っ
た
。

夜
学
校
が
本
格
化
し
た
の
は
、
一
九

〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
田
中
尋
常
小

学
校
（
現
京
都
市
立
養
正
小
学
校
）
に

上
田
静
一
〈
注
５
〉
が
赴
任
し
、
彼
が
教
員

と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に

は
校
舎
が
建
設
さ
れ
、「
田
中
親
友
夜
学

校
」
と
命
名
さ
れ
る
な
ど
、
上
田
の
指

導
に
よ
っ
て
夜
学
校
も
う
ま
く
機
能

し
、
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
田
中
部
落
に
新
た
な
動

き
が
起
こ
る
。
そ
れ
が
愛
宕
郡
長
の
指

導
に
よ
っ
て
田
中
部
落
で
初
め
て
の
部

落
改
善
団
体
と
し
て
「
自
彊
会
」〈
注
６
〉

が
発
足
し
た
こ
と
と
、
上
田
静
一
が
中

心
と
な
っ
て
「
青
年
会
」〈
注
７
〉
が
組
織

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

自
彊
会
は
、
部
落
改
善
団
体
で
あ
る

一
方
で
、
自
治
的
機
能
を
も
っ
た
田
中

部
落
の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
事
業
を

行
い
、
青
年
会
も
同
じ
よ
う
に
地
区
内

で
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
、
夜
学
校
の
開
設
を
大
き

な
契
機
と
し
て
、
田
中
部
落
で
部
落
改

善
運
動
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
代
に
、
清
四
郎
は
田
中

部
落
へ
移
住
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
移
住
し
て
わ
ず
か
二
年
後
の
一

九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
二
月
に
愛

宕
郡
長
か
ら
自
彊
会
の
創
立
委
員
を
委

嘱
さ
れ
、
創
立
委
員
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
確
認
で
き
る
清
四
郎
の
活
動
の
ス
タ

ー
ト
で
あ
る
。
清
四
郎
が
田
中
部
落
に

来
て
か
ら
二
年
で
こ
の
よ
う
な
組
織
の

創
立
委
員
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
か
き

っ
か
け
が
あ
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
当
時
、
二
八
歳
で
精
力
的
に
活

動
し
や
す
い
年
齢
で
も
あ
り
、
そ
の
後

も
田
中
部
落
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
も
、
当
初
か
ら

清
四
郎
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
意
欲

的
、
積
極
的
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
そ
の
時
代
、
部
落
内
で
識

字
が
あ
り
、
教
養
の
あ
る
人
は
地
域
の

識
者
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
清
四
郎
も
そ

う
い
う
こ
と
か
ら
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

自
彊
会
に
参
画
し
て
か
ら
、
田
中
親

友
夜
学
校
の
運
営
に
関
わ
っ
た
り
、
青

年
会
の
幹
部
に
な
っ
た
り
と
、
田
中
部

落
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
関
わ
る
よ
う

に
な
り
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
。
部
落

改
善
運
動
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
田
中

部
落
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
取
り
組

ま
れ
、
地
区
の
中
核
的
な
組
織
と
な
っ

て
い
っ
た
夜
学
校
、
自
彊
会
、
青
年
会

に
清
四
郎
は
強
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
一
九
一
二
（
明
治

四
五
）
年
に
、
田
中
部
落
の
指
導
者
で

あ
っ
た
浅
井
清
三
郎
が
亡
く
な
り
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
田
中
部
落
に
と
っ
て

大
き
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
浅
井
の

手
腕
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
頼
母

子
講
は
、
夜
学
校
の
他
に
も
自
彊
会
や

寺
、
湯
屋
（
共
同
浴
場
の
こ
と
）
な
ど

を
成
り
立
た
せ
て
い
た
が
、
彼
の
死
に

よ
っ
て
、
講
を
継
続
す
る
こ
と
が
厳
し

く
な
っ
た
。
加
え
て
講
員
に
よ
る
不
正

事
件
も
起
こ
る
な
ど
、
講
が
破
綻
寸
前

に
な
り
、
田
中
部
落
全
体
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
田
中

部
落
に
は
、
い
く
つ
も
の
頼
母
子
講
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
立
ち
行

か
な
く
な
り
、
当
時
の
田
中
部
落
で
影

響
力
を
持
っ
て
い
た
自
彊
会
も
機
能
し

な
く
な
る
ほ
ど
大
き
な
打
撃
で
あ
っ

た
。こ

の
事
態
に
、
浅
井
清
三
郎
の
遺
族

や
上
田
静
一
が
問
題
解
決
に
動
き
出

し
、
彼
ら
は
、
清
四
郎
と
柳
原
町
の
柳

原
銀
行
頭
取
だ
っ
た
明
石
民
蔵
〈
注
８
〉
を

頼
っ
て
、
こ
の
事
態
を
収
め
よ
う
と
し

た
。
こ
の
四
人
は
常
に
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
尽
力
し
、
浅

井
家
、
明
石
、
田
中
部
落
の
有
力
者
四

名
が
私
財
を
投
じ
て
講
の
整
理
に
あ
た

っ
た
。
清
四
郎
は
田
中
村
な
ど
行
政
や

田
中
小
と
交
渉
し
た
り
、
夜
学
校
関
係

者
と
頻
繁
に
協
議
し
た
り
す
る
な
ど
、

地
区
の
調
整
役
と
し
て
尽
力
し
、
問
題

は
解
決
を
み
た
〈
注
９
〉。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
清
四
郎
は
田
中
部
落
の
中
で
重
要

人
物
の
一
人
と
し
て
、
存
在
感
を
増
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
二

月
に
な
る
と
、
機
能
し
な
く
な
っ
た
自

彊
会
に
代
わ
る
部
落
改
善
団
体
と
し
て

「
田
中
大
正
会
」〈
注

〉
が
上
京
区
長
の

指
導
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
会
長
に

は
川
端
警
察
署
長
が
就
任
し
、
副
会
長

に
は
清
四
郎
が
就
任
し
た
。
結
成
当
初
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は
、
会
長
に
は
地
元
の
警
察
署
長
が
地

区
へ
の
指
導
を
兼
ね
て
就
く
こ
と
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
行
政
や
警
察
の
権
力

に
影
響
を
受
け
る
組
織
で
あ
っ
た
。
数

年
後
に
は
会
長
以
下
す
べ
て
が
地
元
の

有
力
者
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
行
政
と
の
繋
が
り
は
そ
の
ま
ま
継

続
さ
れ
た
。
結
成
時
は
、
警
察
署
長
を

ト
ッ
プ
と
し
た
組
織
で
あ
っ
た
が
、
実

質
的
な
地
区
の
指
導
者
は
副
会
長
と
な

り
、
清
四
郎
が
田
中
部
落
の
指
導
者
と

な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

田
中
大
正
会
の
副
会
長
と
な
っ
た
清

四
郎
は
、
部
落
改
善
運
動
を
熱
心
に
進

め
る
一
方
で
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
か
ら
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
ま

で
養
正
学
区
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、

養
正
学
区
の
要
職
に
も
就
い
て
、
部
落

改
善
運
動
の
み
な
ら
ず
、
学
区
の
運
営

や
小
学
校
教
育
の
振
興
な
ど
地
域
に
根

付
い
た
活
動
も
展
開
し
て
い
っ
た
。

三
全
国
水
平
社
と
の
関
わ
り

田
中
部
落
を
拠
点
と
し
て
部
落
改
善

運
動
に
尽
力
し
て
い
た
清
四
郎
だ
が
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
三
月
三
日

に
「
全
国
水
平
社
」
が
創
立
す
る
と
、

水
平
運
動
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
清
四
郎
が
ど
の
よ

う
に
水
平
社
に
参
画
し
た
の
か
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
た
先
行
研
究
は
あ
ま
り
な

い
た
め
、
そ
の
あ
た
り
を
整
理
し
て
、

見
て
い
こ
う
。

水
平
社
創
立
前
の
動
き
の
中
で
、
清

四
郎
の
名
が
確
認
で
き
る
の
が
、『
証

言
・
全
国
水
平
社
』〈
注

〉
に
記
載
さ
れ

て
い
る
水
平
社
の
創
立
者
の
一
人
で
あ

る
阪
本
清
一
郎
の
証
言
と
、
水
平
運
動

家
で
あ
っ
た
木
村
京
太
郎
が
記
し
た

『
水
平
社
運
動
の
思
い
出

上

悔
な

き
青
春
』〈
注

〉
と
『
水
平
社
運
動
の
思

い
出

下

苦
悩
の
半
生
』〈
注

〉
の
中

で
の
証
言
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
が
、
両
者
と
も
全
国
水

平
社
の
創
立
に
至
る
ま
で
の
動
き
に
つ

い
て
、
南
梅
吉
に
関
す
る
証
言
を
し
て

い
る
中
に
出
て
き
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
木
村
の
証
言
二
つ
は
、
ど
ち
ら
も

同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
少
し
異
な

る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
で
、
二
つ
紹

介
し
よ
う
。

【
資
料
１
】
福
田
雅
子
『
証
言
・
全
国

水
平
社
』

阪
本

（
前
段
は
要
約
す
る
が
、「
松
井
庄
五

郎
宅
で
南
梅
吉
と
会
い
、
そ
の
後
、
京

都
の
南
宅
へ
行
っ
て
水
平
社
創
立
に
向

け
て
協
力
を
要
請
し
た
」）

そ
れ
か
ら
、「
京
都
に
は
ど
ん
な
人

が
お
る
？
」
と
聞
い
た
ら
、
桜
田
規
矩

三
と
か
寺
田
四
郎
と
か
二
、
三
人
の
名

が
で
た
、
み
ん
な
青
年
団
の
団
長
で
す

わ
。
こ
れ
や
っ
た
ら
、
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
西
光
君

が
平
安
中
学
に
い
た
関
係
で
京
都
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
と
、
ま
た
行
っ

て
話
を
し
た
ら
し
い
で
す
。
そ
れ
で
少

し
乗
り
気
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の

で
京
都
に
力
を
入
れ
よ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
た
び
た
び
僕
ら
が
行
っ
た

わ
け
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
京
都
で
大

会
を
開
く
に
あ
た
っ
て
相
談
に
の
っ
て

く
れ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。（
八
一
～
八
三
頁
原
文
マ
マ
）

【
資
料
２
】
木
村
京
太
郎
『
水
平
社
運

動
の
思
い
出
上
』

大
正
十
年
の
秋
頃
、
奈
良
市
の
松
井
庄

五
郎
氏
宅
で
、
た
ま
た
ま
来
合
わ
せ
た

奈
良
県
柏
原
の
阪
本
清
一
郎
と
会
い
、

同
氏
か
ら
、
従
来
の
部
落
改
善
事
業

や
、
同
情
融
和
の
運
動
で
は
部
落
は
解

放
さ
れ
な
い
、
部
落
民
が
自
覚
し
て
自

ら
の
力
で
解
放
を
か
ち
と
ら
ね
ば
な
ら

ん
こ
と
を
話
さ
れ
、
い
ま
、
そ
う
し
た

部
落
民
の
組
織
と
し
て
「
水
平
社
」
を

つ
く
る
準
備
を
し
て
い
る
か
ら
協
力
し

て
ほ
し
い
と
の
相
談
を
う
け
た
。
南
さ

ん
は
、
こ
の
阪
本
さ
ん
の
言
葉
に
共
鳴

し
協
力
を
約
束
し
て
、
京
都
へ
帰
っ
て

か
ら
田
中
部
落
の
寺
田
清
四
郎
氏
や
、

柳
原
部
落
の
桜
田
規
矩
三
氏
な
ど
と
話

し
合
っ
て
、
京
都
で
も
水
平
社
を
つ
く

る
準
備
を
す
す
め
た
。（
九
六
頁
）

【
資
料
３
】
木
村
京
太
郎
『
水
平
社
運

動
の
思
い
出
下
』

大
正
一
〇
年
一
一
月
頃
、
奈
良
市
の
松

井
方
で
阪
本
に
会
い
、
自
主
的
な
水
平

運
動
を
起
こ
す
に
つ
い
て
の
協
力
を
求

め
ら
れ
、
こ
れ
に
参
加
し
た
。（
中

略
）
そ
の
後
東
七
条
の
桜
田
規
矩
三
、

田
中
の
寺
田
清
四
郎
、
埼
玉
県
出
身
の

近
藤
光
（
惣
右
衛
門
）
な
ど
を
紹
介
し

て
水
平
運
動
に
参
加
さ
せ
た
。（
二
五

一
頁
）

こ
の
二
人
の
証
言
に
よ
る
と
、
南
梅

吉
が
奈
良
県
の
松
井
庄
五
郎
を
訪
問
し

た
際
に
、
阪
本
清
一
郎
と
出
会
い
、
そ

の
後
、
南
は
阪
本
か
ら
水
平
社
創
立
へ

の
協
力
を
要
請
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

青
年
団
活
動
で
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
崇

仁
の
桜
田
規
矩
三
と
田
中
の
寺
田
清
四

郎
に
呼
び
か
け
、
こ
の
二
人
を
奈
良
の

メ
ン
バ
ー
に
紹
介
し
て
、
水
平
運
動
に

参
加
さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

た
だ
、
こ
の
二
人
の
証
言
の
他
に
、

水
平
社
創
立
に
関
す
る
当
時
の
新
聞
な

ど
の
報
道
や
資
料
を
見
て
も
、
清
四
郎

の
名
は
出
て
こ
な
い
し
、
創
立
大
会
の
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当
日
に
撮
影
さ
れ
た
と
い
う
「
全
国
水

平
社
創
立
発
起
者
集
合
写
真
」〈
注

〉
に

も
写
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
時
点

で
は
、
清
四
郎
が
全
国
水
平
社
創
立
大

会
や
創
立
ま
で
の
準
備
に
関
わ
っ
た
形

跡
は
見
ら
れ
ず
、
南
梅
吉
か
ら
水
平
社

創
立
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
も

の
の
、
創
立
大
会
含
め
そ
れ
ま
で
の
準

備
に
も
、
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
話
は
少
し
そ
れ
る
が
、
水
平

社
創
立
者
の
各
人
と
清
四
郎
と
の
接
点

に
つ
い
て
、
情
報
を
整
理
し
て
お
こ

う
。ま

ず
南
梅
吉
と
の
接
点
で
あ
る
。『
水

平
社
幹
部
調
』〈
注

〉
を
見
る
と
、
清
四

郎
の
欄
に
「
南
梅
吉
ト
親
交
ア
リ
水
平

運
動
ニ
共
鳴
ス
ル
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
阪
本
や
木
村
の
証
言
か
ら
も

南
梅
吉
と
清
四
郎
は
、
水
平
社
創
立
以

前
か
ら
青
年
団
活
動
を
通
じ
て
面
識
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
互
い

に
水
平
社
を
離
れ
た
後
も
、
南
梅
吉
が

日
本
水
平
社
を
創
立
し
た
時
に
は
顧
問

と
し
て
名
を
連
ね
た
り
、
共
に
帝
国
同

仁
会
の
創
立
に
関
わ
っ
た
り
、
立
憲
解

放
党
の
結
成
を
目
指
し
た
り
と
、
繋
が

り
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
初
期
の
水

平
社
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
年
齢
も
近
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
一
番
親
し
か
っ
た
の

だ
ろ
う
（
南
梅
吉
は
一
八
七
七
年
生
ま

れ
）。次

に
桜
田
規
矩
三
と
の
接
点
で
あ

る
。
清
四
郎
は
幼
少
期
か
ら
二
六
歳
ま

で
柳
原
町
字
小
稲
荷
で
暮
ら
し
て
い
た

が
、
桜
田
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）

年
に
柳
原
町
八
条
上
で
生
ま
れ
、
水
平

社
創
立
当
時
は
、
高
瀬
七
条
下
ル
材
木

町
に
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
両
者
は
近

所
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
桜
田

を
小
さ
い
時
か
ら
知
っ
て
い
た
可
能
性

は
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
奈
良
県
の
西
光
万
吉
ら
と
の

接
点
で
あ
る
。
清
四
郎
の
出
身
地
は
奈

良
県
添
上
郡
辰
市
村
と
伝
わ
る
が
、『
水

平
社
幹
部
調
』
に
は
本
籍
が
「
奈
良
県

南
葛
城
郡
橿
原
村
字
北
方
」〈
注

〉
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
西
光
や
阪

本
ら
の
出
身
地
で
、
現
在
、
水
平
社
博

物
館
の
あ
る
地
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が

正
確
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

た
だ
本
籍
以
外
の
記
録
は
ほ
ぼ
正
確
で

あ
る
た
め
、
本
籍
の
記
録
を
全
く
否
定

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
仮
に
正
し
い

と
す
れ
ば
、
時
代
的
に
本
人
同
士
の
面

識
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
西
光
や
阪

本
ら
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も

少
な
か
ら
ず
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
阪
本

の
証
言
か
ら
す
れ
ば
、
南
か
ら
紹
介
さ

れ
る
ま
で
清
四
郎
の
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
た

め
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
か
も
知
れ
な

い
。こ

れ
ら
の
接
点
か
ら
全
国
水
平
社
創

立
と
清
四
郎
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
不
確
か
な
情
報
も
含

ま
れ
て
い
る
が
、
各
人
の
情
報
を
整
理

し
て
い
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
指

摘
し
て
お
こ
う
。

ま
た
時
代
は
異
な
る
が
、
清
四
郎
の

没
後
、
松
本
治
一
郎
が
寺
田
宅
を
訪
れ

た
と
い
う
逸
話
も
伝
え
聞
い
て
い
る
。

関
係
性
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
京
都
府
水
平
社
初
代
執
行
委
員
長

就
任

水
平
社
に
関
す
る
資
料
の
中
で
、
清

四
郎
の
名
前
が
初
め
て
確
認
で
き
る
の

が
、
全
国
水
平
社
創
立
大
会
の
一
ヵ
月

後
の
四
月
二
日
に
創
立
し
た
「
田
中
水

平
社
・
京
都
府
水
平
社
」
の
創
立
大
会

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
京
都
府
水
平
社
の

創
立
大
会
の
こ
と
は
各
新
聞
社
が
報
道

し
て
い
る
他
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の

資
料
を
挙
げ
て
見
て
い
こ
う
。

【
資
料
４
】『
日
出
新
聞
』
一
九
二
二
年

四
月
四
日
朝
刊

田
中
の
水
平
社

二
日
午
後
七
時
田
中
町
託
児
所
に
於
て

水
平
社
演
説
会
は
開
か
れ
た
り
全
国
よ

り
の
来
会
総
数
五
百
餘
人
先
ず
田
中
町

松
浦
清
重
氏
開
会
の
辞
を
述
べ
次
に
田

中
町
和
田
信
一
氏
、
寺
田
清
四
郎
氏
、

奈
良
県
代
表
西
島
萬
吉
、
米
田
富
一
、

駒
井
喜
作
三
氏
、
埼
玉
県
代
表
近
藤
光

氏
、
大
阪
代
表
中
西
千
代
子
、
岡
山
県

代
表
岡
部
芳
子
、
奈
良
県
山
田
孝
三
郎

氏
交
々
立
っ
て
深
刻
な
る
體
験
談
あ
り

各
自
一
致
團
結
し
て
最
高
の
識
者
と
な

り
最
高
の
生
活
者
と
な
ら
ん
こ
と
を
申

合
せ
猶
田
中
町
寺
田
清
四
郎
氏
を
京
都

水
平
社
執
行
委
員
に
擧
げ
十
時
和
田
寅

太
郎
氏
の
閉
会
の
辞
に
解
散
し
た
り

（
原
文
マ
マ
）

【
資
料
５
】『
朝
日
新
聞
京
都
版
』
一
九

二
二
年
四
月
四
日
朝
刊

（
前
略
）
二
日
午
後
七
時
か
ら
京
都
市

田
中
町
託
児
所
で
創
立
総
会
を
開
い
た

老
若
男
女
の
参
会
者
無
慮
五
百
余
、
会

場
を
溢
れ
て
廊
下
の
窓
か
ら
も
覗
く
盛

況
裡
に
同
町
青
年
松
浦
清
重
君
の
開
会

の
辞
に
次
い
で
田
中
町
代
表
和
田
信

一
、
寺
田
精
四
郎
、
奈
良
県
代
表
西
光

姜
吉
、
米
田
富
一
、
駒
井
喜
作
、
埼
玉

県
代
表
近
藤
光
等
の
諸
氏
が
慘
虐
な
歴

史
と
少
年
時
代
か
ら
受
け
て
来
た
深
刻

な
体
験
と
を
押
し
切
れ
な
い
胸
の
底
か

ら
の
叫
び
を
揚
げ
「
我
等
は
現
代
を
呪

咀
ふ
、
そ
れ
は
正
当
な
こ
と
だ
」
と
狂
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ふ
が
如
く
舌
端
鋭
く
火
を
吐
い
た
。

（
中
略
）
京
都
水
平
社
の
綱
領
を
満
場

一
致
で
可
決
、
同
執
行
委
員
長
に
田
中

町
寺
田
清
四
郎
氏
を
満
場
拍
手
裡
に
推

薦
し
、
最
後
に
田
中
町
代
表
和
田
寅
太

郎
君
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
て
「
水
平
社

万
歳
」
声
裡
に
散
会
し
た
（
原
文
マ

マ
）

【
資
料
６
】『
水
平
』
第
一
号
〈
注

〉

各
府
県
水
平
社
創
立
大
会

京
都
府
水

平
創
立
大
会

（
前
略
）
定
刻
に
至
る
や
松
浦
清
重

君
、
開
会
の
辞
を
兼
て
経
過
報
告
に
及

ぶ
。
君
は
戸
別
訪
問
よ
り
宣
伝
、
大
会

ま
で
の
粒
々
た
る
辛
苦
を
具
さ
に
述
ぶ

る
や
満
場
寂
と
し
て
声
な
く
、
只
だ
只

だ
感
激
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
軈
て
急

霰
の
如
き
拍
手
と
共
に
降
壇
し
た
。
浅

田
善
之
助
君
は
全
国
水
平
社
共
通
の
綱

領
、
宣
言
を
朗
読
す
る
や
満
場
拍
手
喝

采
を
以
て
迎
へ
た
。
続
い
て
委
員
の
選

挙
に
移
り
、
田
中
町
寺
田
清
四
郎
氏

（
四
十
五
）
当
選
寺
田
氏
の
就
任
挨
拶

あ
り
。
次
い
で
府
下
各
郡
水
平
社
同
人

の
代
表
演
説
に
入
る
。（
後
略
）（
五
二

頁
原
文
マ
マ
）

こ
の
『
日
出
新
聞
』、『
朝
日
新
聞
京

都
版
』
の
記
事
、『
水
平
』
第
一
号
に
よ

る
と
、
清
四
郎
は
京
都
府
水
平
社
創
立

大
会
で
、
差
別
体
験
な
ど
を
演
説
し
、

そ
の
後
、
選
挙
に
よ
っ
て
初
代
の
執
行

委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
就
任
の
挨
拶
を

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
『
水

平
』
に
書
か
れ
た
年
齢
は
四
五
歳
と
な

っ
て
い
る
が
、
満
年
齢
で
は
四
一
歳
で

あ
る
。

次
に
一
九
二
二
年
七
月
調
の
『
水
平

社
状
勢
一
斑
』（
京
都
府
警
察
部
）〈
注

〉

と
い
う
資
料
を
挙
げ
る
。

【
資
料
７
】
大
正
十
一
年
七
月
調
『
水

平
社
状
勢
一
斑
』
京
都
府
警
察
部

五
、
水
平
運
動
ノ
反
響
（
１
）
京
都
府

下
ノ
状
況

（
前
略
）
京
都
市
部
落
民
ハ
挙
テ
水
平

社
ニ
反
対
ノ
態
度
ヲ
示
ス
ニ
至
レ
リ
。

茲
ニ
於
テ
水
平
社
幹
部
ハ
事
ノ
意
外
ニ

失
望
セ
シ
ガ
就
中
南
ハ
京
都
在
住
ノ
関

係
上
一
層
之
ヲ
遺
憾
ト
シ
自
カ
ラ
各
部

落
有
力
者
ヲ
歴
訪
シ
テ
誤
解
ヲ
説
キ
熱

心
賛
同
ヲ
求
メ
シ
結
果
漸
ク
ニ
シ
テ
田

中
部
落
有
力
者
寺
田
清
四
郎
ヲ
引
入
レ

四
月
二
日
仝
町
（
戸
数
四
二
一

人
口

二
二
二
二
）
ニ
演
説
会
ヲ
開
キ
テ
約
二

十
名
ノ
同
志
ヲ
得
タ
ル
ヨ
リ
寺
田
ヲ
京

都
水
平
社
委
員
ニ
推
薦
（
後
略
）（
原

文
マ
マ
）

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
水
平
社
が
創

立
し
た
も
の
の
、
京
都
市
内
の
部
落
の

人
々
は
、
水
平
運
動
に
対
し
て
反
対
の

態
度
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の

で
、
全
国
水
平
社
の
委
員
長
で
、
京
都

市
の
千
本
部
落
に
住
ん
で
い
た
南
梅
吉

が
水
平
運
動
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に

市
内
各
部
落
の
有
力
者
を
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
田
中
部
落
の
寺
田
清
四
郎
を
水
平

運
動
に
引
き
入
れ
、
京
都
府
水
平
社
が

創
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
田
中
部
落
の
出
身
で
、
戦
後

の
部
落
解
放
運
動
を
率
い
た
運
動
家
で

あ
る
朝
田
善
之
助
の
証
言
を
見
る
。
彼

と
清
四
郎
の
間
柄
、
関
係
性
に
つ
い
て

は
伝
え
聞
い
て
お
ら
ず
、
詳
し
く
は
わ

か
ら
な
い
が
、
年
齢
的
に
は
清
四
郎
が

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
生
ま
れ
、

朝
田
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
生

ま
れ
で
、
二
二
歳
の
年
齢
差
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
紹
介
し
て
お
こ
う
。

朝
田
の
著
書
『
新
版

差
別
と
闘
い
つ

づ
け
て
』〈
注

〉
に
記
さ
れ
た
証
言
を
挙

げ
る
。

【
資
料
８
】
朝
田
善
之
助
『
新
版

差

別
と
闘
い
つ
づ
け
て
』

創
立
大
会
で
も
の
す
ご
く
感
激
し
た
か

ら
、
西
田
中
に
も
水
平
社
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
の
で
、
一
ヵ
月
ほ
ど
か
か
っ
て

全
国
で
最
初
の
支
部
を
作
っ
た
。（
中

略
）
こ
の
と
き
田
中
水
平
社
の
創
立
と

あ
わ
せ
て
、
京
都
府
水
平
社
も
結
成
し

よ
う
と
い
う
動
議
が
東
七
条
の
桜
田
規

矩
三
か
ら
出
て
、
寺
田
清
四
郎
の
名
が

委
員
長
に
あ
げ
ら
れ
た
。
寺
田
は
奈
良

の
出
身
で
、
ア
ホ
ダ
ラ
経
の
流
し
を
や

っ
て
い
て
、
い
つ
と
は
な
し
に
田
中
に

住
み
つ
い
た
と
い
う
男
だ
っ
た
が
、
か

れ
の
人
柄
な
ら
反
対
派
の
一
部
も
つ
い

て
く
る
だ
ろ
う
と
、
集
会
に
出
て
も
い

な
い
の
に
、
た
の
ん
で
引
き
う
け
て
も

ら
っ
た
。（
二
五
頁
）

こ
の
朝
田
の
証
言
を
見
る
が
、
い
く

つ
か
気
に
な
る
部
分
を
先
に
整
理
す

る
。ま

ず
「
ア
ホ
ダ
ラ
経
の
流
し
を
や
っ

て
い
て
」
と
い
う
部
分
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
た
と
は
伝
え
聞
い

て
い
な
い
。「
ア
ホ
ダ
ラ
経
」
と
い
う
の

は
、「
江
戸
中
期
、
乞
食
坊
主
が
唱
え
た

時
事
諷
刺
の
滑
稽
な
俗
謡
」（
広
辞
苑
）

の
こ
と
で
、
江
戸
中
期
か
ら
大
正
期
ま

で
よ
く
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
言
わ

ば
「
風
刺
画
」
の
謡
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。
こ
の
流
し
を
し
て
い
た
と
い
う

が
、
な
ん
と
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
清

四
郎
は
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
三
味
線

や
都
々
逸
な
ど
を
好
ん
で
い
た
こ
と
は

伝
え
聞
い
て
お
り
、
自
身
が
謡
を
し
て

い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
そ
う
い
う
芸

能
や
演
芸
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
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次
に
「
い
つ
と
は
な
し
に
田
中
に
住

み
つ
い
た
と
い
う
男
だ
っ
た
が
」
と
い

う
部
分
で
あ
る
。「
住
み
つ
い
た
」
と
い

う
表
現
が
少
し
気
に
な
っ
た
の
だ
が
、

朝
田
の
よ
う
に
田
中
で
生
ま
れ
育
っ
た

地
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
奈
良
の
出
身
で

「
よ
そ
者
」
だ
っ
た
清
四
郎
に
対
し

て
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
こ
と
は

不
思
議
で
は
な
い
。
特
に
明
治
・
大
正

時
代
と
な
れ
ば
部
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
狭
く
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
余
計

に
そ
う
い
う
見
方
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。こ

の
朝
田
の
証
言
で
注
目
し
た
い
と

こ
ろ
が
、「
か
れ
の
人
柄
な
ら
反
対
派
の

一
部
も
つ
い
て
く
る
だ
ろ
う
と
、
集
会

に
出
て
も
い
な
い
の
に
、
た
の
ん
で
引

き
う
け
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
部
分
で

あ
る
。
こ
の
「
集
会
」
と
は
、
お
そ
ら

く
田
中
水
平
社
・
京
都
府
水
平
社
の
創

立
準
備
に
か
か
る
集
会
の
こ
と
、「
反
対

派
」
と
い
う
の
は
、
田
中
大
正
会
の
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
朝
田
は
、
京
都

府
水
平
社
の
創
立
の
準
備
を
進
め
て
い

る
中
で
、
清
四
郎
の
人
柄
を
踏
ま
え
、

水
平
社
へ
の
参
画
を
依
頼
し
た
、
と
し

て
い
る
。
こ
の
証
言
か
ら
、
清
四
郎
は

京
都
府
水
平
社
の
創
立
準
備
に
は
あ
ま

り
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
水
平
運
動
に
積

極
的
な
態
度
で
は
な
か
っ
た
が
、
説
得

さ
れ
て
府
水
平
社
委
員
長
に
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
証
言
に
、
近
現
代
部
落
史

研
究
者
の
朝
治
武
氏
は
、「
京
都
府
水
平

社
も
結
成
さ
れ
て
寺
田
清
四
郎
が
委
員

長
に
就
任
し
ま
す
。
寺
田
清
四
郎
は
有

力
者
な
の
で
、
朝
田
か
ら
言
わ
せ
る

と
、
こ
い
つ
を
据
え
と
い
た
、
と
自
分

が
委
員
長
に
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
書
き

方
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
村
の
大
正

会
の
副
会
長
を
や
っ
て
朝
田
よ
り
年
長

者
で
人
望
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
指
摘
し
て
い
る
〈
注

〉。

五
小
括

こ
こ
で
清
四
郎
が
ど
の
よ
う
に
水
平

社
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い

て
、
結
論
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、

先
に
少
し
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

阪
本
清
一
郎
、
木
村
京
太
郎
、
朝
田

善
之
助
の
証
言
に
加
え
、
水
平
社
に
関

連
す
る
当
時
の
新
聞
記
事
や
雑
誌
、
記

録
か
ら
清
四
郎
に
関
わ
る
部
分
を
挙
げ

て
き
た
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
考
察

す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
清
四
郎
は
全
国
水
平
社
の

創
立
を
前
に
、
親
交
の
あ
っ
た
南
梅
吉

か
ら
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
が
、
当

初
は
水
平
運
動
に
前
向
き
な
姿
勢
で
は

な
く
、
少
し
距
離
を
置
い
て
、
参
加
し

な
か
っ
た
。

第
二
に
、
当
初
、
水
平
運
動
に
積
極

的
で
は
な
か
っ
た
理
由
は
、
水
平
社
と

は
性
格
の
異
な
る
部
落
改
善
団
体
「
田

中
大
正
会
」
の
副
会
長
と
い
う
指
導
者

と
し
て
の
立
場
を
考
慮
し
て
の
判
断
を

し
た
か
ら
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
三
に
、
清
四
郎
は
南
梅
吉
や
田
中

部
落
の
水
平
運
動
の
賛
同
者
か
ら
説
得

さ
れ
、
田
中
水
平
社
・
京
都
府
水
平
社

の
創
立
か
ら
水
平
運
動
に
参
画
し
、
京

都
府
水
平
社
初
代
執
行
委
員
長
に
就
任

し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資

料
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
、
第
三
に
つ

い
て
は
、
こ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。

第
二
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
田
中
大

正
会
（
部
落
改
善
運
動
）
と
水
平
社
と

の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
水
平
社
は
部
落
改
善

運
動
や
融
和
運
動
に
否
定
的
な
立
場
を

示
し
て
創
立
し
、
そ
れ
ら
に
対
立
的
な

立
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
朝
田
善
之
助

は
、
京
都
府
水
平
社
創
立
大
会
を
田
中

大
正
会
の
青
年
ら
が
妨
害
し
て
き
た
と

い
う
旨
の
証
言
も
し
て
い
る
〈
注

〉。
実

際
に
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
四
月
に

田
中
大
正
会
は
、
水
平
運
動
に
反
対
し

て
「
天
誅
会
」
と
い
う
組
織
を
作
っ
て

対
抗
し
、
田
中
水
平
社
も
こ
れ
に
対
抗

し
て
、
対
立
が
激
し
く
な
っ
た
と
い
う

記
録
も
残
っ
て
い
る
〈
注

〉。

し
か
し
、
朝
治
氏
は
水
平
社
創
立
期

の
田
中
部
落
に
つ
い
て
、「
田
中
の
場

合
、
改
善
運
動
か
ら
水
平
社
は
生
ま
れ

た
。
改
善
運
動
を
継
承
し
て
水
平
社
が

出
来
た
。」「
田
中
水
平
社
は
改
善
運
動

の
役
割
を
も
ち
な
が
ら
運
動
を
進
め
て

い
ま
し
た
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
は
清

四
郎
や
青
年
会
会
長
が
府
水
平
社
創
立

大
会
で
演
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
寺

田
清
四
郎
は
青
年
会
の
副
会
長
で
改
善

団
体
の
大
正
会
の
副
会
長
で
す
。
で
す

の
で
、
大
正
会
全
体
が
反
対
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
も

指
摘
し
て
い
る
〈
注

〉。

つ
ま
り
、
田
中
大
正
会
の
指
導
者
的

立
場
で
あ
っ
た
清
四
郎
は
、
全
国
水
平

社
創
立
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た

も
の
の
、
部
落
改
善
運
動
に
否
定
的
な

立
場
を
取
っ
て
創
立
し
よ
う
と
す
る
水

平
社
に
自
ら
参
加
す
る
こ
と
に
は
、
前

向
き
に
な
れ
ず
、
さ
ら
に
は
田
中
大
正

会
内
部
や
田
中
部
落
内
が
水
平
社
賛
成

派
と
反
対
派
に
分
か
れ
、
水
平
社
側
に

も
田
中
大
正
会
を
敵
対
視
す
る
人
が
い

た
中
で
、
組
織
の
長
と
し
て
、
水
平
社

の
創
立
に
関
わ
る
こ
と
を
固
辞
し
て
い

た
、
も
し
く
は
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
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て
慎
重
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
の
よ
う

な
考
察
を
し
た
。

こ
こ
で
少
し
余
談
に
な
る
が
、
清
四

郎
が
立
場
な
ど
を
気
に
す
る
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
よ
う
。
清
四
郎
は
一
九
四
三
（
昭
和

一
八
）
年
五
月
二
一
日
に
亡
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
時
に
遺
言
書
を
残
し
て

い
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
は
死
後
の
様
々

な
こ
と
が
記
さ
れ
、
自
身
の
葬
儀
の
段

取
り
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
た
と
伝

え
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
葬

儀
の
席
順
ま
で
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

当
時
の
寺
田
家
は
あ
え
て
席
順
を
記

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
親

戚
の
数
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
清
四
郎

の
長
男
は
先
に
病
死
し
、
残
さ
れ
て
い

た
の
は
長
男
の
妻
と
小
学
生
の
孫
だ
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
葬
儀
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
と
か
、
参

列
者
に
失
礼
が
な
い
よ
う
に
と
か
、
そ

う
い
う
思
い
か
ら
席
順
ま
で
記
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
立
場
な
ど
を
気
に
す
る
人
物

だ
っ
た
と
想
像
で
き
、
田
中
大
正
会
の

指
導
者
と
い
う
立
場
を
気
に
し
て
、
南

梅
吉
か
ら
の
呼
び
か
け
に
す
ぐ
に
は
応

じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

六
寺
田
清
四
郎
の
運
動

清
四
郎
の
運
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ

う
。
清
四
郎
が
関
わ
っ
た
水
平
運
動
に

つ
い
て
は
、
京
都
部
落
史
研
究
所
発
行

の
『
京
都
の
部
落
史
』（
全
一
〇
巻
）
に

載
っ
て
い
る
こ
と
以
外
に
、
新
た
に
わ

か
っ
た
も
の
は
ほ
ぼ
な
く
、
そ
れ
を
見

れ
ば
概
ね
確
認
で
き
る
た
め
、
こ
こ
で

は
省
略
す
る
（
本
稿
年
表
参
照
）。

清
四
郎
は
京
都
府
水
平
社
執
行
委
員

長
と
し
て
、
京
都
府
内
に
お
け
る
差
別

事
件
へ
の
糾
弾
や
府
内
で
の
演
説
を
中

心
に
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
清
四
郎
は

全
国
水
平
社
の
本
部
の
幹
部
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
京
都
府
水
平
社

執
行
委
員
長
と
し
て
活
動
し
、
中
央
本

部
に
は
あ
ま
り
顔
を
出
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
全
国
水
平
社
第
二
回
大
会
で

は
、
南
梅
吉
が
議
長
、
清
四
郎
と
大
阪

の
島
田
忠
三
郎
が
副
議
長
を
務
め
て
進

行
し
た
り
、
第
三
回
大
会
の
会
計
報
告

書
に
監
査
役
と
し
て
名
を
連
ね
た
り
、

第
四
回
大
会
に
向
け
て
、
府
県
委
員
長

会
議
に
出
席
し
、
松
本
治
一
郎
ら
と
共

に
準
備
委
員
を
務
め
た
り
と
、
全
国
大

会
に
関
わ
る
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
第
四
回
大
会
前
の
委
員
長
会

議
に
出
席
し
た
際
は
、
水
平
運
動
機
関

新
聞
（
水
平
新
聞
）
の
再
興
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
、
清
四
郎
が
そ
の
主
任
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
清
四
郎
は

水
平
新
聞
再
興
の
た
め
に
三
百
円
を
投

資
し
て
い
る
〈
注

〉。

清
四
郎
が
水
平
社
に
関
わ
っ
た
の

は
、
約
四
年
間
で
あ
っ
た
。
南
梅
吉
か

ら
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
参
画
し
た

が
、
南
梅
吉
が
ス
パ
イ
事
件
〈
注

〉
を
き

っ
か
け
に
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）

年
五
月
五
日
に
中
央
執
行
委
員
長
を
辞

任
す
る
と
、
清
四
郎
や
桜
田
規
矩
三
も

水
平
社
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

清
四
郎
が
具
体
的
に
い
つ
頃
、
離
れ
た

の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
同
年

五
月
八
日
の
『
朝
日
新
聞
京
都
版
』
に

は
、
府
水
平
社
委
員
長
を
辞
任
す
る
こ

と
に
な
り
、
後
任
者
の
選
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
六
月
二
日
の
府
委
員
会
で

は
、
引
き
続
き
委
員
長
に
推
薦
さ
れ
て

い
る
〈
注

〉。

そ
の
後
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）

年
五
月
一
五
日
に
開
か
れ
た
府
水
平
社

拡
大
執
行
委
員
会
の
中
で
、
府
本
部
を

田
中
西
河
原
町
か
ら
東
七
条
西
之
町
に

移
転
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
委
員
長

に
千
本
部
落
の
丹
羽
増
次
郎
が
選
出
〈
注

〉
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
正

式
に
府
委
員
長
が
交
代
し
た
の
だ
ろ

う
。一

九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
府
庁

文
書
〈
注

〉
に
は
「
南
梅
吉
が
前
叙
の
如

く
第
四
回
全
国
水
平
社
大
会
直
前
に
委

員
長
を
辞
任
せ
る
と
前
後
し
て
、（
中

略
）
更
に
寺
田
清
四
郎
、
桜
田
規
矩
三

の
両
幹
部
が
隠
退
す
る
に
及
び
、（
中

略
）
盛
大
な
り
し
運
動
も
漸
次
下
火
と

な
り
た
る
観
あ
り
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。ま

た
『
京
都
の
部
落
史
』
の
中
で
確

認
で
き
る
清
四
郎
と
水
平
社
と
の
最
後

の
関
わ
り
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
六
月
一
五
日
の
「
田
中
水
平
社

青
年
連
盟
創
立
大
会
」
で
演
説
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
水
平
社
に
関

す
る
資
料
に
清
四
郎
の
名
が
見
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
五
月
よ
り
前
に
、
す
で
に
水

平
社
か
ら
は
離
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

最
後
に
清
四
郎
の
「
運
動
」
の
特
徴

に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
水
平
社
創
立

後
の
各
部
落
の
状
況
と
し
て
、
部
落
改

善
運
動
支
持
者
と
水
平
運
動
支
持
者
に

分
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
組
織

的
に
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
清
四
郎
の
場
合
、
府
水
平
社
執

行
委
員
長
に
就
任
し
て
か
ら
も
、
か
ね

て
か
ら
の
田
中
大
正
会
の
副
会
長
と
し

て
の
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
水
平
運
動

も
進
め
た
。
さ
ら
に
、
田
中
大
正
会
の
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部
落
改
善
運
動
と
京
都
府
水
平
社
の
水

平
運
動
を
同
時
並
行
で
行
っ
た
だ
け
で

な
く
、
ど
ち
ら
の
組
織
で
も
指
導
者
と

い
う
立
場
で
運
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
清
四
郎
の
「
運
動
」
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

府
水
平
社
執
行
委
員
長
を
務
め
て
い

た
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
の

時
点
で
、
清
四
郎
は
田
中
大
正
会
の
会

長
も
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
て

い
る
〈
注

〉。
ま
た
寺
田
家
文
書
に
よ
る

と
、
水
平
社
創
立
前
の
一
九
二
二
（
大

正
一
一
）
年
一
月
に
は
田
中
大
正
会
副

会
長
と
し
て
、
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
一
一
月
に
は
田
中
大
正
会
会
長

と
し
て
、
そ
の
功
労
に
対
す
る
感
謝
状

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
府
水
平
社
執
行
委
員
長
を
務
め
て

い
た
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
期
間
に

田
中
大
正
会
会
長
・
副
会
長
と
し
て
部

落
改
善
運
動
に
も
尽
力
し
て
い
た
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

清
四
郎
が
田
中
大
正
会
の
活
動
と
京

都
府
水
平
社
の
活
動
と
、
ど
ち
ら
に
ど

れ
だ
け
の
重
き
を
置
い
て
い
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
ど
ち
ら
の
資
料
に
も

名
前
が
出
て
お
り
、
指
導
者
を
務
め
て

い
る
た
め
、
両
立
し
な
が
ら
う
ま
く
運

動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

水
平
社
を
離
れ
た
後
、
一
九
二
六

（
大
正
一
五
）
年
五
月
の
時
点
で
も
田

中
大
正
会
副
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
〈
注

〉。
水
平
社
に
参
画

し
た
後
も
田
中
大
正
会
と
の
関
係
は
継

続
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
に
、
水
平

社
を
離
れ
て
か
ら
も
、
田
中
部
落
や
養

正
学
区
の
各
種
団
体
の
要
職
も
歴
任

し
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、「
水
平
社
」
と
「
寺
田
清
四

郎
」
と
の
関
わ
り
が
わ
か
る
資
料
を
示

し
、
整
理
し
て
き
た
。
一
部
考
察
も
し

た
が
、
再
度
ま
と
め
た
い
。

寺
田
清
四
郎
は
、
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
以
来
、
田
中
部
落
に
お
け
る

部
落
改
善
運
動
や
青
年
団
活
動
に
取
り

組
み
、
地
区
の
指
導
者
と
し
て
活
動
を

展
開
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
青
年
団

活
動
を
通
じ
て
親
交
の
あ
っ
た
南
梅
吉

か
ら
、
全
国
水
平
社
創
立
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
水
平
社

と
性
格
の
異
な
る
「
田
中
大
正
会
」
の

指
導
者
と
し
て
の
立
場
を
考
慮
し
て
の

判
断
を
し
た
の
か
、
清
四
郎
が
水
平
社

の
創
立
準
備
の
段
階
や
創
立
大
会
に
関

わ
っ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。

そ
の
後
、
南
梅
吉
ら
の
説
得
に
よ
っ

て
京
都
府
水
平
社
の
創
立
か
ら
水
平
運

動
に
参
画
し
、
京
都
府
水
平
社
の
初
代

執
行
委
員
長
に
就
任
し
た
。
就
任
後

は
、
府
内
で
起
こ
っ
た
差
別
事
件
の
糾

弾
、
市
内
や
府
下
の
部
落
で
演
説
活
動

を
行
う
な
ど
、
初
期
の
水
平
運
動
を
南

梅
吉
や
桜
田
規
矩
三
ら
と
共
に
支
え

た
。
だ
が
南
梅
吉
が
水
平
社
を
去
る

と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
桜
田
規
矩
三
と
共

に
水
平
社
を
離
れ
、
清
四
郎
は
田
中
部

落
や
養
正
学
区
で
の
活
動
に
専
念
し
て

い
っ
た
。

ま
た
清
四
郎
が
行
っ
た
活
動
を
追
っ

て
い
く
と
、
部
落
改
善
運
動
と
水
平
運

動
が
対
立
し
て
い
た
時
代
に
、
清
四
郎

は
、
こ
の
二
つ
の
運
動
を
同
時
並
行
で

進
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
清
四

郎
は
、
京
都
府
水
平
社
執
行
委
員
長
に

就
任
し
た
後
も
、
田
中
大
正
会
の
会
長

や
副
会
長
に
も
就
き
、
か
ね
て
か
ら
の

田
中
大
正
会
の
活
動
を
継
続
し
な
が

ら
、
水
平
運
動
に
関
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
水
平
社
で
の
活
動
は
四
年
間
で
、

結
果
的
に
は
水
平
社
か
ら
離
れ
た
が
、

二
つ
の
組
織
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
し

た
。
さ
ら
に
は
養
正
学
区
会
議
員
も
同

時
期
に
務
め
て
お
り
、
養
正
学
区
内
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
職
も
歴
任
す
る
な

ど
、
養
正
学
区
で
の
活
動
も
目
立
っ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
清
四
郎
の
運
動
の
特
徴

は
、
水
平
運
動
に
重
き
を
置
い
た
運
動

を
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
部
落
改
善
運

動
と
両
立
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
部
落
の
発
展
を
見
た
時
に
、
部
落

改
善
運
動
が
地
区
内
に
も
た
ら
し
た
影

響
も
大
き
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
清

四
郎
は
、
個
人
的
に
は
、
部
落
改
善
運

動
と
水
平
運
動
を
同
時
に
行
い
、
両
立

さ
せ
る
こ
と
が
地
区
に
と
っ
て
も
、
部

落
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
も
、
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。水

平
社
を
離
れ
た
後
も
、
そ
れ
ま
で

の
継
続
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
田
中
部

落
や
養
正
学
区
で
の
影
響
力
を
持
ち
続

け
、
活
発
に
活
動
し
て
い
っ
た
。
初
期

の
水
平
社
で
活
躍
し
た
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、
そ
の
多
く
は
地
元
の
改
善
団
体
の

中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
水
平
社

に
転
向
し
て
運
動
を
進
め
、
水
平
社
を

離
れ
た
後
は
、
活
動
が
低
迷
し
た
り
、

地
元
を
去
っ
た
り
し
た
人
物
が
多
い
中

で
、
清
四
郎
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま

で
地
元
で
暮
ら
し
、
地
域
に
根
付
い
た

活
動
に
尽
力
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

清
四
郎
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
養

正
学
区
の
申
出
に
よ
り
、
教
育
功
労
者

と
し
て
百
万
遍
知
恩
寺
で
「
養
正
学
区

葬
」
が
行
わ
れ
た
。
現
在
確
認
で
き
る

記
録
〈
注

〉
で
は
、
養
正
学
区
に
お
い
て

軍
事
関
係
者
や
戦
没
者
の
学
区
葬
は
終

戦
ま
で
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
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し
、
教
育
功
労
者
と
し
て
学
区
葬
が
行

わ
れ
た
の
は
清
四
郎
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
地
域
の
た
め
に
貢
献

し
、
そ
の
活
動
が
地
域
に
認
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

今
回
、
全
国
水
平
社
・
京
都
府
水
平

社
創
立
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
、
水
平

社
と
寺
田
清
四
郎
と
い
う
人
物
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
改
め
て
注
目
し
た
。
清

四
郎
本
人
や
そ
の
周
辺
の
証
言
が
残
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
数
少
な
い
断

片
的
な
資
料
を
整
理
し
、
一
部
強
引
に

繋
げ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
う
し
て

考
察
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
な
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

玄
孫
と
い
う
立
場
で
あ
る
か
ら
こ
そ

言
及
で
き
た
部
分
も
あ
る
が
、
で
き
る

限
り
客
観
性
を
保
っ
て
述
べ
よ
う
と
努

め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
清
四
郎
の
思
想
や
行

動
に
つ
い
て
深
く
見
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
、
反
省
し
て
い
る
。

全
国
水
平
社
・
京
都
府
水
平
社
創
立

一
〇
〇
周
年
と
い
う
節
目
に
、
少
し
で

も
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
を
基
に
今
後
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ツ
ラ

ッ
テ
ィ
千
本
や
柳
原
銀
行
記
念
資
料

館
の
皆
様
を
は
じ
め
、
親
戚
を
含
め

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
を
ま

と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
人
権

博
物
館
館
長
の
朝
治
武
氏
、
京
都
部

落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
平
野

貴
子
氏
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

１
著
者
宅
に
残
る
清
四
郎
関
係
の
資
料
は
『
わ
が

家
の
華
』
と
題
さ
れ
た
和
綴
じ
の
冊
子
の
み
で

あ
る
。
こ
の
資
料
の
作
成
経
緯
は
不
明
だ
が
、

一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
の
期
間

に
、
清
四
郎
が
受
け
た
感
謝
状
や
表
彰
状
、
委

嘱
状
な
ど
が
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
は

一
九
三
一
年
一
二
月
の
日
付
で
、
親
交
の
あ
っ

た
元
京
都
市
会
議
員
・
田
中
全
三
郎
が
書
い
て

い
る
。
水
平
社
に
関
す
る
記
録
は
一
切
な
く
、

部
落
改
善
運
動
や
養
正
学
区
な
ど
で
の
活
動
が

わ
か
る
記
録
。

２
『
わ
が
家
の
華
』
に
よ
る
。
出
生
当
時
は
「
奈

良
県
添
上
郡
杏
村
」
が
正
し
い
。

３
一
八
六
八
年
、
田
中
部
落
に
生
ま
れ
、
田
中
村

会
議
員
や
田
中
小
学
校
学
務
委
員
な
ど
公
職
を

歴
任
。
田
中
部
落
で
頼
母
子
講
を
組
織
し
、
夜

学
校
の
教
育
活
動
に
尽
力
。
一
九
一
二
年
死

去
。

４
互
助
的
な
金
融
組
合
。
組
合
員
が
一
定
の
掛
金

を
な
し
、
一
定
の
期
日
に
抽
籤
ま
た
は
入
札
に

よ
っ
て
所
定
の
金
額
を
順
次
に
組
合
員
に
融
通

す
る
組
織
。（
広
辞
苑
）

５
一
八
八
四
年
、
大
阪
府
南
河
内
郡
に
生
ま
れ
、

一
九
〇
六
年
三
月
、
京
都
府
師
範
学
校
を
卒
業

し
、
田
中
尋
常
小
学
校
に
赴
任
。
同
年
十
一
月

か
ら
田
中
部
落
の
夜
学
校
に
関
わ
り
、
そ
の
後

田
中
部
落
の
改
善
事
業
に
も
尽
力
。
一
九
一
六

年
、
田
中
小
と
親
友
夜
学
校
を
退
職
し
、
開
拓

団
を
組
織
し
て
北
海
道
へ
移
住
。
一
九
五
三
年

死
去
。

一
九
〇
九
年
一
月
に
愛
宕
郡
長
の
指
導
に
よ
っ

て
発
足
し
た
部
落
改
善
団
体
。
事
業
と
し
て
は

夜
学
校
の
拡
張
、
地
区
住
民
の
修
養
、
下
水
の

改
良
と
道
路
の
修
繕
、
湯
屋
の
経
営
な
ど
で
あ

っ
た
。
自
治
組
織
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。
し
か
し
一
九
一
二
年
以
降
、
頼
母
子
講
の

経
営
難
の
影
響
を
受
け
機
能
し
な
く
な
っ
た
。

夜
学
校
の
創
設
を
き
っ
か
け
に
、
青
年
を
統
制

す
る
た
め
、
上
田
静
一
を
中
心
に
、
一
九
〇
八

年
に
結
成
。
一
九
〇
九
年
に
は
「
醇
厚
青
年

会
」
に
、
そ
の
翌
年
に
は
「
醇
成
青
年
会
」
に

改
称
。
夜
学
校
の
支
援
が
主
な
活
動
で
あ
っ
た

が
、
自
彊
会
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、

そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
。

一
八
五
六
年
、
柳
原
荘
内
銭
座
跡
村
に
生
ま

れ
、
一
八
九
三
年
、
柳
原
町
長
に
就
任
。
柳
原

銀
行
の
初
代
頭
取
。
柳
原
町
の
部
落
改
善
運
動

の
指
導
者
と
し
て
尽
力
。
一
九
二
〇
年
死
去

『
田
中
親
友
夜
学
校
日
誌
』
大
阪
市
立
大
学
人

権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
資
料
集
上
田
静
一

と
被
差
別
部
落
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
（
二

〇
〇
九
年
）
に
所
収
。
明
治
四
五
年
以
降
の
記

事
か
ら
夜
学
校
の
運
営
資
金
に
関
す
る
問
題
の

解
決
に
向
け
た
清
四
郎
の
動
き
が
わ
か
る

自
彊
会
に
代
わ
る
部
落
改
善
団
体
と
し
て
上
京

区
長
の
指
導
に
よ
り
一
九
一
九
年
一
二
月
に
結

成
、
翌
年
三
月
に
発
会
式
が
開
か
れ
る
。
事
業

と
し
て
は
市
設
養
正
浴
場
の
経
営
、
衛
生
の
設

備
、
教
育
の
奨
励
、
風
俗
の
矯
正
、
勤
倹
心
の

滋
養
、
知
識
の
啓
発
な
ど
。
自
治
機
能
も
持
ち

田
中
部
落
内
で
影
響
力
を
持
っ
た
。
一
九
三
八

年
に
「
養
正
厚
生
報
国
会
」
に
集
約
さ
れ
た
。

福
田
雅
子
『
証
言
・
全
国
水
平
社
』（
日
本
放

送
出
版
協
会
、
一
九
八
五
年
）

木
村
京
太
郎
『
水
平
社
運
動
の
思
い
出
上

悔
な
き
青
春
』（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、

一
九
六
八
年
）

木
村
京
太
郎
『
水
平
社
運
動
の
思
い
出

下

苦
悩
の
半
生
』（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、

一
九
七
三
年
）

水
平
社
博
物
館
所
有
・
保
管
。
創
立
大
会
開
催

日
に
京
都
市
岡
崎
公
会
堂
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
。
平
野
小
剣
、
米
田
富
、
南
梅
吉
、
駒
井
喜

作
、
阪
本
清
一
郎
、
西
光
万
吉
、
桜
田
規
矩
三

が
写
る
。

部
落
問
題
研
究
所
所
蔵
。
三
好
文
庫
。

正
し
く
は
「
奈
良
県
南
葛
城
郡
掖
上
村
柏
原
北

方
」一

九
二
二
年
七
月
、
水
平
出
版
部
発
行
。

『
問
題
資
料
文
献
叢
書
』
第
三
巻
第
一
冊
に

所
収
。
ち
な
み
に
『
水
平
』
第
一
号
に
は
清
四

郎
が
市
内
の
運
動
家
と
連
名
で
広
告
を
載
せ
て

お
り
、
発
行
さ
れ
た
三
千
部
の
う
ち
百
部
が
清

四
郎
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。

部
落
問
題
研
究
所
編
刊
『
水
平
運
動
史
の
研

究
』
第
二
巻
資
料
編
上
に
所
収
。
一
五
八
頁
。

朝
田
善
之
助
『
新
版

差
別
と
闘
い
つ
づ
け

て
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）

朝
治
武
「
田
中
部
落
・
改
善
運
動
か
ら
水
平
運

動
へ―

朝
田
善
之
助
の
視
点
か
ら―

」
京
都
部

落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
『
二
〇
一
一
年
度

部
落
史
連
続
講
座
講
演
録
』（
二
〇
一
二
年
）

二
五
頁
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
田
中
部
落
に

つ
い
て
詳
し
い
。

前
掲
『
新
版
差
別
と
闘
い
つ
づ
け
て
』
二
頁
。

天
誅
会
は
、
一
九
三
二
年
四
月
、
田
中
大
正
会

の
青
年
ら
が
水
平
社
の
運
動
に
反
対
し
て
組

織
。
田
中
水
平
社
も
天
誅
会
の
「
撲
滅
闘
争
週

間
」
を
設
け
て
対
抗
し
て
い
る
。『
京
都
の
部

落
史
』
第
２
巻
近
現
代
、
三
三
一
頁
。

前
掲
『
二
〇
一
一
年
度
部
落
史
連
続
講
座
講
演

録
』
三
四
～
三
五
頁
。
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前
掲
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
二
巻
資
料
編

上
に
所
収
。
二
三
二
頁
。

一
九
二
四
年
一
〇
月
に
発
覚
し
た
「
遠
島
ス
パ

イ
事
件
」
の
こ
と
。
遠
島
哲
男
と
い
う
警
察
の

ス
パ
イ
だ
と
さ
れ
る
人
物
と
、
南
梅
吉
や
平
野

小
剣
ら
水
平
社
の
幹
部
が
繋
が
っ
て
い
た
と
い

う
疑
惑
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
件
。

『
自
由
新
聞
』
一
九
二
五
年
七
月
一
日
。『
京

都
の
部
落
史
』
第
８
巻
史
料
近
代
３
、
二
二
九

頁
。

『
水
平
新
聞
』
一
九
二
六
年
六
月
三
十
日
『
京

都
の
部
落
史
』
第

巻
年
表
・
索
引
、
二
八

五
頁
。

府
庁
文
書
『
知
事
事
務
引
継
演
説
書
』（
一
九

二
六
年
一
〇
月
）。『
京
都
の
部
落
史
』
第
８
巻

史
料
近
代
３
に
所
収
、
二
三
六
～
二
三
八
頁
。

京
都
部
落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の

『
市
設
浴
場
一
件

京
都
市
社
会
課
』（
写
）

に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
一
月
に
田
中
大
正
会

会
長
と
し
て
、
京
都
市
よ
り
経
営
を
受
託
し
て

い
る
市
設
養
正
浴
場
の
業
務
に
関
す
る
陳
情
書

を
京
都
市
に
提
出
し
て
い
る
。

前
掲
『
市
設
浴
場
一
件

京
都
市
社
会
課
』

（
写
）
に
よ
る
と
、
一
九
二
六
年
五
月
に
田
中

大
正
会
副
会
長
と
し
て
、
養
正
浴
場
の
「
浴
場

増
設
願
」
を
京
都
市
に
提
出
し
て
い
る
。

京
都
市
立
養
正
小
学
校
所
蔵
の
学
校
沿
革
史
や

そ
の
他
、
沿
革
に
関
わ
る
記
録
。

寺田清四郎 年表

１８８０（明治１３）年 父・寺田清次郎、母・りかの四男として奈良県で生まれる（６月２９日）
１９０６（明治３９）年 父・清次郎より分家され、紀伊郡柳原町字小稲荷から愛宕郡田中村小字西河

原 後の田中西河原町 に移住（９月）
１９０８（明治４１）年 地域改善団体「自彊会」の創立委員となる（１２月、これが田中での初期の

活動）
１９０９（明治４２）年 田中の醇成青年会幹事となる（９月、この頃より田中親友夜学校にも強く関

わる）
１９１８（大正 ７）年 田中村村長から功労を表彰される（３月）

上京第三十 養正 学区会議員に当選（９月、以後２期務めた）
養正学区衛生組合役員となる（１２月、後に副幹事も務めた）
ほぼ同時期に公同組合役員となる（後に正副幹事、左京区学区聯合公同組合
副幹事も務めた）

１９１９（大正 ８）年 地域改善団体「田中大正会」結成。副会長に就任する（１２月）
１９２０（大正 ９）年 公同委員となる（７月、後の方面委員）
１９２１（大正１０）年 養正地区内に「トラホーム第三治療所（診療所）」開設。（６月）
１９２２（大正１１）年 全国水平社の創立に参加する（３月３日創立大会）

京都府水平社及び田中水平社創立。京都府水平社初代執行委員長となる（４
月２日）

１９２５（大正１４）年 京都府水平社執行委員長を辞任する
１９２６（大正１５）年 京都府親和会協議員となる（４月大正１２年の創立より関わっている）

内務省職業紹介事務局より社会事業精神を讃えられ表彰される（６月）
養正教育会創立発起人会評議員となる（１１月）

１９２７（昭和 ）年 南梅吉に賛同して「日本水平社」結成に関わる（１月昭和１７年解散）
神戸市社会課地方改善係より社会精神を讃えられ表彰される（１月）
養正学区功労者として表彰される（４月）１９２８（昭和３）年 下鴨自治
協会養正支部幹事となる（８月）

１９２９（昭和 ４）年 帝国同仁会創立にあたり評議員となる（７月）
１９３０（昭和 ５）年 南梅吉らと立憲解放党の結成を計画する（１１月）
１９３４（昭和 ９）年 京都北部煙草小売人組合委員となる（３月、～昭和１２年３月）
１９３８（昭和１３）年 孝明天皇奉祀奉賛会委員となる（３月）
１９４１（昭和１６）年 大正会や婦人会を解消し「養正厚生報国会」を結成 再編 。会長に就任する

（１月）
１９４３（昭和１８）年 死去。６３歳（５月２１日）

養正学区教育功労者として養正学区葬が百萬遍知恩寺にて行われる（５月２
５日）

【
参
考
文
献
】

▪
京
都
部
落
史
研
究
所
『
京
都
の
部
落
史
』

▪
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
資
料

集
上
田
静
一
と
被
差
別
部
落
明
治
・
大
正
期
を
中

心
に
』

▪
京
都
部
落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

『
二
〇
一
一
年
度
部
落
史
連
続
講
座
講
演
録
』

朝
治
武
「
田
中
部
落
・改
善
運
動
か
ら
水
平
社
へ

―

朝
田
善
之
助
の
視
点
か
ら―

」

全
一
〇
巻
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◇春告鳥は地を這う ―戦後部落解放運動史の検証と
再考 最終回 水平社創立 年の地平からの「部
落解放への展望」 谷元昭信

◇水平線「簡単に奪われ、ないことにされる権利」
中島京子

◇ヘイト・スピーチを受けない権利『底が抜けた差
別社会で生きること』前田朗

◇じんけん切り抜き帳（ ～ ）
◇ 本の紹介

‣『アイヌ通史 ―「蝦夷」から先住民族へ』 リチ
ャード・シドル著 紹介者小川正人
‣『在日朝鮮人を生きる―〈祖国〉〈民族〉そして
日本社会の眼差しの中で』 山本かほり著 紹
介者川瀬俊治

◇じんけんＳＣＨＯＬＡオンライン講座紹介
部落解放新聞 （部落解放同盟全国連合会刊

） 円
◇茨城県連第 回定期大会を開催
◇狭山事件と人権を考える茨城の会講演会を開催
◇全国水平社創立 周年記念茨城県民大会に 人
結集

◇全国連荒本支部第 回定期大会を開催
◇池本秀美さん 荒本支部書記長 を追悼する
◇水平社創立 周年・全国連創立 周年にあたっ
て

部落解放新聞 （部落解放同盟全国連合会刊
） 円

◇ 第 回全国大会関連記事
◇示現舎・宮部龍彦への公開質問状
部落史研究 （全国部落史研究会刊 ）
円
◇ 特集 オンライン講座 ラムザイヤー論文の問
題点を検証する―部落史研究の立場から―
‣マーク・ラムザイヤーによる部落問題について
の論文の問題点の検証―前近代の部落史に関す
る記述を中心に― 鳥山洋
‣マーク・ラムザイヤーの部落問題への史的認識
に対する批判 藤野豊

資料 マーク・ラムザイヤー氏による部落問題に
ついての論文への見解

◇ 特集 追悼：秋定嘉和先生
‣『奈良の部落史』を読み返す 井岡康時
‣秋定嘉和先生の思い出 大串夏身
‣秋定先生のお酒 廣岡浄進
‣秋定嘉和、ありがとうございました 三原容子
‣秋定嘉和先生の思い出 吉田文茂
‣衡平運動史研究と秋定先生 渡辺俊雄
‣近現代部落史研究と秋定先生 割石忠典

◇ 論文 書かれない歴史 ―『山口県史』の問題点
布引敏雄

◇ 書評 森本光誠『東大寺奴婢集団のサバイバル慈
悲につつまれて』矢野治世美

◇全国部落史研究会会員 著書・論文等目録（
～ ）

◇各地研究所 会 紀要などの紹介（ ～ ）
部落史研究報告集 （ 八幡浜部落史
研究会刊 ）
◇融和運動家 成川了恵 水本正人・西園寺千代・甲
野正人・菊池正・後藤孝人・矢野俊治共著

◇笹本元三郎は、いかにして経済的に困窮した「沖
浦部落」を立て直したか 水本正人

◇紀州藩「文政一揆」について ～「かわた」は一揆
にどう関わったか～ 水本正人

◇ 史料紹介
現代語訳「安永 年の幕府の御触書」
現代語訳「安永 年の幕府の御触書」
水本正人

（鳥取市人権啓発情報センター刊
）

◇ 年度人権とっとり講座講演会 月 日 案内
◇「部落解放月間」 月 日～ 月 日（鳥取県
年に制定）

和歌山研究所通信 （和歌山人権研究所刊
）
◇「水平社宣言 年と朝田善之助」を考える 八
木晃介
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‣差別する側にならないために勉強しつづける 松
山浩幸
‣霜との青年部を立て直したい 荒川実来

◇フツーの校長、市長に直訴！ 久保敬
◇ヘイト・クライム被害者救済 ― のモデル・ガ

イダンス 前田朗
◇リレーエッセイ水平社 年に想う 「ユダヤ人

と被差別部落」鶴見太郎
◇差別禁止と被害救済を「共通のルール」に 「すべ

ての人の無差別平等の実現に関する法律案」の紹
介と解説

◇偏見差別をなくしてほしい ハンセン病問題にみる
人生被害 福岡安則 連載 平成になっても「子ど
も

は産むな」と
◇春告鳥は地を這う―戦後部落解放運動史の検証と

再考 部落差別解消推進法の積極的活用と「誇り
の戦略」 谷元昭信

部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇部落解放文学賞 受賞作

‣ 識字部門 「ばあさんとボク」川口泰弘
‣ 記録・表現部門 「私の半生記 二つの国に生き
て」中村慶子 劉芳

‣ 詩部門 「ニワトリ」「ひとつの春」中原賢治
‣ 戯曲部門 「硝子の檻の共犯者」 長谷川源太

◇佳作
‣ 識字部門 「夜間中学で希望をみつけた」小田

クニ子
‣ 評論部門 「侃侃諤諤『はだしのゲン』髙橋文

義 ほか
部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇ 特集 ビジネスと人権 監修 佐藤暁子

‣「ビジネスと人権」というまなざし 菅原絵美
‣日本企業の「ビジネスと人権」の取り組み 氏
家啓一

‣「子どもの権利」とビジネス 甲斐田万智子

‣「障害者の権利」とビジネス 伊藤芳浩
‣「ビジネスと人権」指導原則は外国人労働者を
救えるか 旗手明

◇「全国部落調査」復刻版裁判・控訴審勝利に向け
て（上）鳥取ループ・宮部控訴理由書を批判する
片岡明幸

◇屋根裏ギャラリー「にんげん展」が目指したもの
河田かつのぶ

◇ 報告 美作騒擾 年追悼の集い
◇春告鳥は地を這う ―戦後部落解放運動史の検証と

再考 水平社創立 年の地平からの「部落解
放への展望」 谷元昭信

◇水平線「差別見抜く目、広く育てる ネット上の
投稿削除に向けて」阿久沢悦子

◇ヘイト・クライム被害者救済2 ―EUのモデル・ガ
イダンス 前田朗

◇じんけん切り抜き帳（ ～ ）
部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇ 特集 人権学習と総合学習

‣座談会『子どもを主体にした探求学習の展開を
―人権総合学習の現状と課題―』メンバー：高
田和弘 司会 ・園田雅春・佐久間敦史・大坪泰
子
‣『地域と連携した人権総合学習 ―大阪府・池田
市立ほそごう学園のとりくみ―』 奥田雄大
‣『教育コミュニティづくりと総合的な学習 ―福
岡県田川市金川校区の取り組み』 川畑和久

◇ リレーエッセイ 水平社 年に想う 『アイデ
ンティティの交差性と水平社宣言』 石川結加

◇狭山事件 警察官の偽証と確定判決の崩壊 中北
龍太郎

◇「全国部落調査」復刻版裁判・控訴審勝利に向け
て（下）鳥取ループ・宮部控訴理由書を批判する
片岡明幸

◇偏見差別をなくしてほしい ハンセン病問題にみ
る人生被害 連載 第 回 消毒で“遺伝病”が“伝染病”
になった 福岡安則
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‣差別する側にならないために勉強しつづける 松
山浩幸
‣霜との青年部を立て直したい 荒川実来

◇フツーの校長、市長に直訴！ 久保敬
◇ヘイト・クライム被害者救済 ― のモデル・ガ

イダンス 前田朗
◇リレーエッセイ水平社 年に想う 「ユダヤ人

と被差別部落」鶴見太郎
◇差別禁止と被害救済を「共通のルール」に 「すべ

ての人の無差別平等の実現に関する法律案」の紹
介と解説

◇偏見差別をなくしてほしい ハンセン病問題にみる
人生被害 福岡安則 連載 平成になっても「子ど
も

は産むな」と
◇春告鳥は地を這う―戦後部落解放運動史の検証と

再考 部落差別解消推進法の積極的活用と「誇り
の戦略」 谷元昭信

部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇部落解放文学賞 受賞作

‣ 識字部門 「ばあさんとボク」川口泰弘
‣ 記録・表現部門 「私の半生記 二つの国に生き
て」中村慶子 劉芳

‣ 詩部門 「ニワトリ」「ひとつの春」中原賢治
‣ 戯曲部門 「硝子の檻の共犯者」 長谷川源太

◇佳作
‣ 識字部門 「夜間中学で希望をみつけた」小田

クニ子
‣ 評論部門 「侃侃諤諤『はだしのゲン』髙橋文

義 ほか
部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇ 特集 ビジネスと人権 監修 佐藤暁子

‣「ビジネスと人権」というまなざし 菅原絵美
‣日本企業の「ビジネスと人権」の取り組み 氏
家啓一

‣「子どもの権利」とビジネス 甲斐田万智子

‣「障害者の権利」とビジネス 伊藤芳浩
‣「ビジネスと人権」指導原則は外国人労働者を
救えるか 旗手明

◇「全国部落調査」復刻版裁判・控訴審勝利に向け
て（上）鳥取ループ・宮部控訴理由書を批判する
片岡明幸

◇屋根裏ギャラリー「にんげん展」が目指したもの
河田かつのぶ

◇ 報告 美作騒擾 年追悼の集い
◇春告鳥は地を這う ―戦後部落解放運動史の検証と

再考 水平社創立 年の地平からの「部落解
放への展望」 谷元昭信

◇水平線「差別見抜く目、広く育てる ネット上の
投稿削除に向けて」阿久沢悦子

◇ヘイト・クライム被害者救済2 ―EUのモデル・ガ
イダンス 前田朗

◇じんけん切り抜き帳（ ～ ）
部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇ 特集 人権学習と総合学習

‣座談会『子どもを主体にした探求学習の展開を
―人権総合学習の現状と課題―』メンバー：高
田和弘 司会 ・園田雅春・佐久間敦史・大坪泰
子
‣『地域と連携した人権総合学習 ―大阪府・池田
市立ほそごう学園のとりくみ―』 奥田雄大
‣『教育コミュニティづくりと総合的な学習 ―福
岡県田川市金川校区の取り組み』 川畑和久

◇ リレーエッセイ 水平社 年に想う 『アイデ
ンティティの交差性と水平社宣言』 石川結加

◇狭山事件 警察官の偽証と確定判決の崩壊 中北
龍太郎

◇「全国部落調査」復刻版裁判・控訴審勝利に向け
て（下）鳥取ループ・宮部控訴理由書を批判する
片岡明幸

◇偏見差別をなくしてほしい ハンセン病問題にみ
る人生被害 連載 第 回 消毒で“遺伝病”が“伝染病”
になった 福岡安則
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センター刊 ）
◇ 館長コラム 同和問題啓発強調月間テーマ「いの
ちの尊厳と平等―わたしにできること」で考える
谷口研二

月刊 ヒューマンライツ （部落解放・人権研究所
刊 ） 円 税
◇特集現代の『破戒』―部落出身を語ること

‣私と部落～矜持をもって～
‣何をもとめてカミングアウトするのか
‣教育現場で感じる違和感
‣ひとりじゃないから 早瀬尚子

◇第 回部落解放・人権夏期講座（高野山夏期講座
）案内

月刊 ヒューマンライツ （部落解放・人権研究所
刊 ） 円 税
◇ 識字運動の担い手たちが語る 『識字は私の命、
私の生きる糧 前編 』読み書き教室 岡山琴絵さ
ん

◇ 人権教育の実践の現場から 『そのままでええ
ねん～自分を見つめ語り始めた子どもたち 後編 』
宇都友美

◇ 書評 『続部落解放論の最前線―水平社 年を
ふまえた新たな展望』（解放出版社 年）新時
代に向けた運動の再構築 戸田栄

◇ 泰司と元樹の書きたいざんまい 「差別しな
い・支えない・なくす努力を学ぶということ 」
松村元樹

ひゅーまん らいと （部落解放・人権政策確立
要求京都府実行委員会刊 ）
◇第 回人権啓発京都府集会開催

‣記念講演「ともに生きる ～誰もが『自
分らしく』いきられる社会へ～」中松権さん
‣トークセッション「女性たちのコロナ禍」周藤
由美子さん 小泉浩子さん新谷章恵さん

◇部落解放・人権政策確立要求山城地区実行委員会
第 回総会開催

◇部落解放・人権政策確立要求綾部地区実行委員会
第 回総会開催

◇部落解放・人権政策確立要求綾部地区実行委員会
が国会議員・全国市長に 部落差別解消推進法の具
体化と国内人権委員会創設に向けた取組を要請

ひゅーまん らいと （部落解放・人権政策確立
要求京都府実行員会刊 ）
◇ ・ 部落解放京都地方共闘会議 解放共闘 京
都労働局や京都府、経済団体に対し就職差別撤廃
の要請行動実施

◇ ・ 部落解放同盟第 回全国大会 西島藤彦中
央執行委員長誕生

◇ 人にいちばん近いまちづくり福知山市実行委
員会第 回大会開催

◇第 期第 回京都人権文化講座『見えにくい女性
の貧困』（ 開催）報告

◇ 年度人権問題学習講座『働きやすく働
きがいのある職場づくりめざして～ＳＴＯＰ！ハ
ラスメント～』開催

◇第 期京都人権文化講座案内〈問い合わせ〉部落
解放・人権政策確立要求京都府実行委員会

ひゅーまん らいと （部落解放・人権政策確立
要求京都府実行員会刊 ）
◇ 部落解放・人権政策確立要求京都府実行員会
第 回大会関連記事
‣金秀煥「ウトロ祈念館について～差別と歴史問
題を乗り越えた『小さな統一』の力～」と題し
た講演

◇京都部落問題研究資料センター主催『差別の歴史
を考える連続講座』第 ・ 回の報告と紹介

◇「リベレーションフェスタ 」案内
◇第 期京都人権文化講座案内〈問い合わせ〉部落
解放・人権政策確立要京都府実行委員会

部落解放 （解放出版社刊 ） 円
税
◇特集「部落問題と向き合う若者たち 」

‣はじめに―「部落問題と向きあう若者たち 」
によせて内田龍史

京都部落問題研究資料センター通信 第６ 号 年 月 日

） 円
◇［岡山］ 「働くルールを確立し、就職保障と
人権を守る岡山連絡会 岡山市人権連、高教組な
どで構成 」総会・学習会開催 自衛隊の高校生
入隊勧誘問題に取り組む

◇映画『私のはなし部落のはなし』寸評 植山光朗
月刊 地域と人権 （ 全国地域人権運動総連合刊

）
◇全国水平社 周年部落解放運動 年の歴史 丹
波正史

月刊 地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊
）

◇第 回福岡県人権問題研究集会 年 月 日
記念講演「世間・同調圧力」と私たちの人権 佐
藤直樹

◇ 資料 インターネット上の誹謗中傷をめぐる法的
問題に関する有識者検討会 取りまとめ

◇ 資料 「同和対策地域総合センター要覧」に記載
された各センターの名称・所在地等の非公開情報
該当性

◇ 資料 「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審
に勝利しよう 一部掲載

◇ 書籍紹介
‣「部落」は今どうなっているのか ―地域に住む
人たちからの聞き取り丹波真理著 部落問題研究
所刊 円

‣復刻水平社運動の思い出 木村京太郎著 部落問
題研究所刊 円

地域と人権 京都 （京都地域人権運動連合会 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇「弱者救済の分配政策を」浜矩子 同志社大学大学
院教授に聞く

◇京都人権連 第 回執行委員会開催 各地の「まちづ
くり運動」について意見交換

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史 第
５回 丹波正史

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇第 回京都革新懇定期総会開催
地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ）
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 丹波正史

地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 前回の続き 丹波正志

であい （全国人権教育研究協議会刊
） 円
◇全国人権教育研究協議会 年度 研究課題（後
編）
同和教育を基軸とする人権教育の創造を
人権確立をめざすまちづくり
第 回研究大会（奈良県）の成功に向けて

◇人権文化を拓くバラッド「 年福田村の虐殺」
に込めたねがい 中川五郎

◇全人教 年度事業計画
‣第 回全国人権・同和教育研究大会 月 日
土 ～ 日 日 奈良市

‣「豊かな人権教育の創造」実践交流会 月 日
木 島県出雲市ほか

◇ 本の紹介 「共に生きる教育」宣言（堀正嗣 著
解放出版社）

奈良人権部落解放研究所紀要 （奈良人権部落解
放研究所刊 ） 円＋税
◇大和国の初期真宗と穢寺成立の環境・試論（上）
吉田栄治郎

◇「中世非人論」再考 ―中世被差別民は一括して非
人身分でいいのか―」山村雅史

◇教祖とコレラの流行 ―被差別民衆史の視点から
「教祖伝」を読む―池田士郎

ヒューマン・アルカディア （福岡県人権啓発情報
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） 円
◇［岡山］ 「働くルールを確立し、就職保障と
人権を守る岡山連絡会 岡山市人権連、高教組な
どで構成 」総会・学習会開催 自衛隊の高校生
入隊勧誘問題に取り組む

◇映画『私のはなし部落のはなし』寸評 植山光朗
月刊 地域と人権 （ 全国地域人権運動総連合刊

）
◇全国水平社 周年部落解放運動 年の歴史 丹
波正史

月刊 地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊
）

◇第 回福岡県人権問題研究集会 年 月 日
記念講演「世間・同調圧力」と私たちの人権 佐
藤直樹

◇ 資料 インターネット上の誹謗中傷をめぐる法的
問題に関する有識者検討会 取りまとめ

◇ 資料 「同和対策地域総合センター要覧」に記載
された各センターの名称・所在地等の非公開情報
該当性

◇ 資料 「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審
に勝利しよう 一部掲載

◇ 書籍紹介
‣「部落」は今どうなっているのか ―地域に住む
人たちからの聞き取り丹波真理著 部落問題研究
所刊 円

‣復刻水平社運動の思い出 木村京太郎著 部落問
題研究所刊 円

地域と人権 京都 （京都地域人権運動連合会 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇「弱者救済の分配政策を」浜矩子 同志社大学大学
院教授に聞く

◇京都人権連 第 回執行委員会開催 各地の「まちづ
くり運動」について意見交換

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史 第
５回 丹波正史

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇第 回京都革新懇定期総会開催
地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ）
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 丹波正史

地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 前回の続き 丹波正志

であい （全国人権教育研究協議会刊
） 円
◇全国人権教育研究協議会 年度 研究課題（後
編）
同和教育を基軸とする人権教育の創造を
人権確立をめざすまちづくり
第 回研究大会（奈良県）の成功に向けて

◇人権文化を拓くバラッド「 年福田村の虐殺」
に込めたねがい 中川五郎

◇全人教 年度事業計画
‣第 回全国人権・同和教育研究大会 月 日
土 ～ 日 日 奈良市

‣「豊かな人権教育の創造」実践交流会 月 日
木 島県出雲市ほか

◇ 本の紹介 「共に生きる教育」宣言（堀正嗣 著
解放出版社）

奈良人権部落解放研究所紀要 （奈良人権部落解
放研究所刊 ） 円＋税
◇大和国の初期真宗と穢寺成立の環境・試論（上）
吉田栄治郎

◇「中世非人論」再考 ―中世被差別民は一括して非
人身分でいいのか―」山村雅史

◇教祖とコレラの流行 ―被差別民衆史の視点から
「教祖伝」を読む―池田士郎

ヒューマン・アルカディア （福岡県人権啓発情報
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） 円
◇［岡山］ 「働くルールを確立し、就職保障と
人権を守る岡山連絡会 岡山市人権連、高教組な
どで構成 」総会・学習会開催 自衛隊の高校生
入隊勧誘問題に取り組む

◇映画『私のはなし部落のはなし』寸評 植山光朗
月刊 地域と人権 （ 全国地域人権運動総連合刊

）
◇全国水平社 周年部落解放運動 年の歴史 丹
波正史

月刊 地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊
）

◇第 回福岡県人権問題研究集会 年 月 日
記念講演「世間・同調圧力」と私たちの人権 佐
藤直樹

◇ 資料 インターネット上の誹謗中傷をめぐる法的
問題に関する有識者検討会 取りまとめ

◇ 資料 「同和対策地域総合センター要覧」に記載
された各センターの名称・所在地等の非公開情報
該当性

◇ 資料 「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審
に勝利しよう 一部掲載

◇ 書籍紹介
‣「部落」は今どうなっているのか ―地域に住む
人たちからの聞き取り丹波真理著 部落問題研究
所刊 円

‣復刻水平社運動の思い出 木村京太郎著 部落問
題研究所刊 円

地域と人権 京都 （京都地域人権運動連合会 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇「弱者救済の分配政策を」浜矩子 同志社大学大学
院教授に聞く

◇京都人権連 第 回執行委員会開催 各地の「まちづ
くり運動」について意見交換

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史 第
５回 丹波正史

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇第 回京都革新懇定期総会開催
地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ）
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 丹波正史

地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 前回の続き 丹波正志

であい （全国人権教育研究協議会刊
） 円
◇全国人権教育研究協議会 年度 研究課題（後
編）
同和教育を基軸とする人権教育の創造を
人権確立をめざすまちづくり
第 回研究大会（奈良県）の成功に向けて

◇人権文化を拓くバラッド「 年福田村の虐殺」
に込めたねがい 中川五郎

◇全人教 年度事業計画
‣第 回全国人権・同和教育研究大会 月 日
土 ～ 日 日 奈良市

‣「豊かな人権教育の創造」実践交流会 月 日
木 島県出雲市ほか

◇ 本の紹介 「共に生きる教育」宣言（堀正嗣 著
解放出版社）

奈良人権部落解放研究所紀要 （奈良人権部落解
放研究所刊 ） 円＋税
◇大和国の初期真宗と穢寺成立の環境・試論（上）
吉田栄治郎

◇「中世非人論」再考 ―中世被差別民は一括して非
人身分でいいのか―」山村雅史

◇教祖とコレラの流行 ―被差別民衆史の視点から
「教祖伝」を読む―池田士郎

ヒューマン・アルカディア （福岡県人権啓発情報
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） 円
◇［岡山］ 「働くルールを確立し、就職保障と
人権を守る岡山連絡会 岡山市人権連、高教組な
どで構成 」総会・学習会開催 自衛隊の高校生
入隊勧誘問題に取り組む

◇映画『私のはなし部落のはなし』寸評 植山光朗
月刊 地域と人権 （ 全国地域人権運動総連合刊

）
◇全国水平社 周年部落解放運動 年の歴史 丹
波正史

月刊 地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊
）

◇第 回福岡県人権問題研究集会 年 月 日
記念講演「世間・同調圧力」と私たちの人権 佐
藤直樹

◇ 資料 インターネット上の誹謗中傷をめぐる法的
問題に関する有識者検討会 取りまとめ

◇ 資料 「同和対策地域総合センター要覧」に記載
された各センターの名称・所在地等の非公開情報
該当性

◇ 資料 「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審
に勝利しよう 一部掲載

◇ 書籍紹介
‣「部落」は今どうなっているのか ―地域に住む
人たちからの聞き取り丹波真理著 部落問題研究
所刊 円

‣復刻水平社運動の思い出 木村京太郎著 部落問
題研究所刊 円

地域と人権 京都 （京都地域人権運動連合会 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇「弱者救済の分配政策を」浜矩子 同志社大学大学
院教授に聞く

◇京都人権連 第 回執行委員会開催 各地の「まちづ
くり運動」について意見交換

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史 第
５回 丹波正史

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇第 回京都革新懇定期総会開催
地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ）
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 丹波正史

地域と人権 京都 （京都地域人権運動総連合 地
域と人権京都支局刊 ） 円
◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革
川部昇

◇全国水平社 周年 部落解放運動 年の歴史第
回 前回の続き 丹波正志

であい （全国人権教育研究協議会刊
） 円
◇全国人権教育研究協議会 年度 研究課題（後
編）
同和教育を基軸とする人権教育の創造を
人権確立をめざすまちづくり
第 回研究大会（奈良県）の成功に向けて

◇人権文化を拓くバラッド「 年福田村の虐殺」
に込めたねがい 中川五郎

◇全人教 年度事業計画
‣第 回全国人権・同和教育研究大会 月 日
土 ～ 日 日 奈良市

‣「豊かな人権教育の創造」実践交流会 月 日
木 島県出雲市ほか

◇ 本の紹介 「共に生きる教育」宣言（堀正嗣 著
解放出版社）

奈良人権部落解放研究所紀要 （奈良人権部落解
放研究所刊 ） 円＋税
◇大和国の初期真宗と穢寺成立の環境・試論（上）
吉田栄治郎

◇「中世非人論」再考 ―中世被差別民は一括して非
人身分でいいのか―」山村雅史

◇教祖とコレラの流行 ―被差別民衆史の視点から
「教祖伝」を読む―池田士郎

ヒューマン・アルカディア （福岡県人権啓発情報
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人権と部落問題 （部落問題研究所刊
） 円
◇ 連載 八鹿高校事件から半生世紀第２章生徒がつ
づる八鹿高校と高校生活 高校生活の思い出 三
木美穂

◇ 現地報告 人権施策の到達点と新たな課題への取
り組み―三重県松坂市― 久松倫生

◇ 読後感想 木村京太郎著復刻水平社運動の思い出
―全国水平社創立 周年記念― 平井雅希

人権なら （ なら人権情報センター刊
）

◇ なら人権情報センター通常総会 開催 第 期
事業計画を決定

◇天王寺夜間中学同窓会総会「天王寺夜間中学を残
せ」

季刊人権問題 （兵庫人権問題研究所刊
） 円

◇ 特集 様々な視点で憲法を考えよう
◇ 特集 教育をめぐる様々な動向

‣全国水平社創立 周年 到達点と教育の課題を
大阪から発 信柏木功

◇ 特集 全国水平社創立 周年記念
‣全国水平社創立 周年記念を迎えて 学びと成
長の部落解放運動 西脇忠之

‣兵庫の部落解放運動を振り返って ～地域人権運
動と憲法～ 前田武

◇全国水平社創立 周年記念 国民融合東播大学習
会案内

振興会通信 （同和教育振興会刊 ）
◇ 御同朋の視座 「水平社から問われたこと」―
本願寺教団 年の歩みの中で― 梯良彦

◇同朋運動史の窓 左右田昌幸
人民新聞 （人民新聞社刊 ） 円
◇夜間中学生が思い込めた本を出版『天王寺・文の
里夜間中学の存続を 生きる権利と学ぶ権利がす
べてに優先する』出版記念会を取材 天王寺、文
の里の両夜間中学統廃合反対運動の軌跡を振り返
る かわすみかずみ

スティグマ （千葉県人権センター刊
） 円
◇ 連載 差別とは何か、偏見とは何か 福岡安
則

スティグマ （千葉県人権センター刊
） 円
◇ 連載］差別とは何か、偏見とは何か 福岡安
則

世界人権問題研究センター 研究紀要 （世界人権
問題研究センター刊 ） 円
◇論説「幕末京都の非人小屋『水車』の人々」 小林
ひろみ

◇論説「国連人権条約における国家間通報 ―運用課
題についての一考察―」前田直子

全国隣保館連絡協議会情報誌 （全国隣保館連絡
協議会刊 ） 円
◇『笑顔が集う安らぎの場』福岡県飯塚市穂波人権
啓発センター

◇『喜び悲しみを共に分かち合える地域づくりをめ
ざして』和歌山県御坊市薗会館

◇『地域に根差し活気のある福祉館をめざして』静
岡県浜松市江西会館

◇高知県隣保館連絡協議会の取り組み紹介
◇津山市大久保会館の紹介
地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊

） 円
◇ 福岡 福岡県人権連が福岡県が計画している「隣
保館利用者部落差別体験調査」の中止を求める

◇ 愛知 第 回愛知人権連大会を開催
◇ 岡山 ‣岡山市人権連が岡山市に対し「今後にお

ける同和問題解決の基本方針」の廃止を
求める

‣高瀬菜穂子福岡県議会議員（日本共産党）
が「隣保館利用者に対する『部落差別』
実態調査についての中止を求める」

◇ 本の紹介 解放運動の担い手たち戦前編 上
田音市、朝田善之助、山田孝野次郎 ほか

地域と人権 （全国地域人権運動総連合刊
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コリアＮＧＯセンターが申し入れ 被害者への謝
罪と再発防止を約束 ほか

狭山差別裁判 （部落解放同盟中央本部 中央狭
山闘争本部刊 ） 円
◇ 主張 冤罪を教訓に再審法改正をすすめよう！裁
判官もふくむ司法関係者の人権教育を求めよう！

◇ 石川一雄さん、早智子さんの近況 冤罪 年 ―
今度こそ再審開始を願って― インタビュー 石川
一雄さん・石川早智子さん

◇ 弁護団報告 憶測を重ねた検察官意見書を批判す
る！ 裁判所に全証拠の総合評価、再審開始を求め
る 中北龍太郎

◇冤罪事件の取材をとおして 里見繁
◇木谷明著『違法捜査と冤罪』を読んで 高橋定
狭山差別裁判 （部落解放同盟中央本部 中央狭
山闘争本部刊 ） 円
◇ 主張 鹿児島地裁による大崎事件の再審棄却決
定に抗議する！ 再審無罪実現までともに闘おう
再審法改正を実現しよう！

◇ 石川一雄さん、早智子さんの近況 不当逮捕から
年をむかえて インタビュー：石川一雄さん、

石川早智子さん
◇ 冤罪を訴え 年 石川一雄さんのメッセージ

◇ 各地のとりくみ 石川さんの無実を市民に広げよ
う！ 東京高裁鑑定人尋問、再審開始を！

◇ 連載 刑事裁判の現風景 第 回 大崎事件第 次
再審請求が棄却される菅野良司

狭山大運動 （狭山事件の再審を実現する大運動刊
） 円

◇『狭山大運動』の発刊に当たって
◇狭山要請行動・東京高裁前行動案内
◇狭山第 次意見広告への読者の声
狭山大運動 （狭山事件の再審を実現する大運動刊

） 円
◇ 寄稿 ・ 福岡意見広告集会報告 福岡「

」上映実行委員会
◇ 投稿 第 回狭山街宣報告 福岡「 」

上映実行委員会
人権と社会 クリップ・ライブラリー （ 刊

） 円
◇同和対策事業 九州 事業継続（西日本新聞 九州
県、全 市町村に同和行政・人権啓発に関する
アンケート結果）〈西日本新聞 〉

◇同和調査実施 自治体、実施予定 自治体、全体
の 割が実施予定なし（西日本新聞 同アンケー
ト）〈西日本新新聞 〉

◇戸籍謄本・住民票の不正取得抑制のための「本人
通知制度 割導入」（西日本新聞 同アンケート）
〈西日本新聞 〉
◇ネットの差別投稿 監視 割（西日本新聞 同アンケ
ート）〈西日本新聞 〉

◇狭山事件再審へヤマ場 人分鑑定人尋問請求へ
〈東京新聞 〉
人権と社会 クリップ・ライブラリー （ 刊

） 円
◇ じんけん北から南から 尼崎・クボタ健康被害発
覚 年〈神戸新聞 夕刊 〉

◇あらゆる差別禁止 法律化求める動き〈朝日新聞
〉

◇選挙ヘイト再び参議院選神奈川選挙区で
人権と部落問題 （部落問題研究所刊
） 円
◇特集「気候変動と環境破壊に抗して」

‣ノーベル賞受賞の真鍋淑郎さんが明らかにした
地球温暖化の原理と激増する 種類の異常気象増
田善信

‣地球資源を活かす気候変動対策田浦健朗
‣イタイイタイ病発生源対策 年史畑明郎

◇論説 強制不妊手術に関する大阪高裁判決をめぐっ
て 辻川圭乃

◇連載 八鹿高校事件から半世紀―第二章 生徒がつ
づる八鹿高校と高校生活 私と八鹿高校事件 田
中直

◇動向 全国水平社創立 周年記念講演会を開催
―大阪からの報告―
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コリアＮＧＯセンターが申し入れ 被害者への謝
罪と再発防止を約束 ほか

狭山差別裁判 （部落解放同盟中央本部 中央狭
山闘争本部刊 ） 円
◇ 主張 冤罪を教訓に再審法改正をすすめよう！裁
判官もふくむ司法関係者の人権教育を求めよう！

◇ 石川一雄さん、早智子さんの近況 冤罪 年 ―
今度こそ再審開始を願って― インタビュー 石川
一雄さん・石川早智子さん

◇ 弁護団報告 憶測を重ねた検察官意見書を批判す
る！ 裁判所に全証拠の総合評価、再審開始を求め
る 中北龍太郎

◇冤罪事件の取材をとおして 里見繁
◇木谷明著『違法捜査と冤罪』を読んで 高橋定
狭山差別裁判 （部落解放同盟中央本部 中央狭
山闘争本部刊 ） 円
◇ 主張 鹿児島地裁による大崎事件の再審棄却決
定に抗議する！ 再審無罪実現までともに闘おう
再審法改正を実現しよう！

◇ 石川一雄さん、早智子さんの近況 不当逮捕から
年をむかえて インタビュー：石川一雄さん、

石川早智子さん
◇ 冤罪を訴え 年 石川一雄さんのメッセージ

◇ 各地のとりくみ 石川さんの無実を市民に広げよ
う！ 東京高裁鑑定人尋問、再審開始を！

◇ 連載 刑事裁判の現風景 第 回 大崎事件第 次
再審請求が棄却される菅野良司

狭山大運動 （狭山事件の再審を実現する大運動刊
） 円

◇『狭山大運動』の発刊に当たって
◇狭山要請行動・東京高裁前行動案内
◇狭山第 次意見広告への読者の声
狭山大運動 （狭山事件の再審を実現する大運動刊

） 円
◇ 寄稿 ・ 福岡意見広告集会報告 福岡「

」上映実行委員会
◇ 投稿 第 回狭山街宣報告 福岡「 」

上映実行委員会
人権と社会 クリップ・ライブラリー （ 刊

） 円
◇同和対策事業 九州 事業継続（西日本新聞 九州
県、全 市町村に同和行政・人権啓発に関する
アンケート結果）〈西日本新聞 〉

◇同和調査実施 自治体、実施予定 自治体、全体
の 割が実施予定なし（西日本新聞 同アンケー
ト）〈西日本新新聞 〉

◇戸籍謄本・住民票の不正取得抑制のための「本人
通知制度 割導入」（西日本新聞 同アンケート）
〈西日本新聞 〉
◇ネットの差別投稿 監視 割（西日本新聞 同アンケ
ート）〈西日本新聞 〉

◇狭山事件再審へヤマ場 人分鑑定人尋問請求へ
〈東京新聞 〉
人権と社会 クリップ・ライブラリー （ 刊

） 円
◇ じんけん北から南から 尼崎・クボタ健康被害発
覚 年〈神戸新聞 夕刊 〉

◇あらゆる差別禁止 法律化求める動き〈朝日新聞
〉

◇選挙ヘイト再び参議院選神奈川選挙区で
人権と部落問題 （部落問題研究所刊
） 円
◇特集「気候変動と環境破壊に抗して」

‣ノーベル賞受賞の真鍋淑郎さんが明らかにした
地球温暖化の原理と激増する 種類の異常気象増
田善信

‣地球資源を活かす気候変動対策田浦健朗
‣イタイイタイ病発生源対策 年史畑明郎

◇論説 強制不妊手術に関する大阪高裁判決をめぐっ
て 辻川圭乃

◇連載 八鹿高校事件から半世紀―第二章 生徒がつ
づる八鹿高校と高校生活 私と八鹿高校事件 田
中直

◇動向 全国水平社創立 周年記念講演会を開催
―大阪からの報告―
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ュース 森口健司
◇ 語る・かたる・エッセー いじめに思う シーズ

「中高生とともに差別と闘う 『立入禁止』の向こ
う側」吉成タダシ

◇ 部落史学び直し 問い直しのススメ 支配か排
除か 社会の下か上か 外川正明

語る・かたる・トーク （横浜国際人権センター刊
） 円

◇豊かな心を育むために “親ガチャ”社会を変える
ために 山藤太郎

◇国連 横浜国際人権センター・うずしおブラ
ンチ 人権教育研究所・人権こども塾 ニュ
ース 「学年全体で語り合う部落問題学習がスー
トするまで」森口健司

◇ 語る・かたる・エッセー いじめに思う シーズ
「中高生とともに差別と闘う 阿波木偶箱まわし」
吉成タダシ

◇ 部落史学び直し 問い直しのススメ 社会科歴
史学習として学ぶ 外川正明

カトリック部落差別人権委員会ニュース （日本
カトリック部落差別人権委員会事務局刊 ）
◇狭山事件の再審を求める市民集会 ―発見万年筆は

ねつ造、鑑定人尋問を請求、部落差別が生んだえ
ん罪― 広川二六

◇ 書籍紹介
‣『講座 近現代日本の部落問題』全 巻朝治武・黒
川みどり・内田龍史編 解放出版社 各巻 円
税

‣『写真記録 部落解放運動史 全国水平社創立 年』
部落解放同盟中央本部編 解放出版社 円
税

‣『全国水平社 －1942 ―差別と解放の苦悩』
朝治武著 ちくま新書 円 税
‣『人間に光あれ 日本近代史のなかの水平社』藤野
豊・黒川みどり著 六花出版 円 税

きょうと府民だより （京都府広報課刊
）

◇人権口コミ講座 「ヘイトスピーチを許さな

い社会を目指して」薬師寺公夫
グローブ （世界人権問題研究センタ

ー刊 ）
◇ネット上での誹謗中傷対策 田中辰雄
◇関東大震災と岸田劉生 ―水平社 年に寄せて―

小林丈広
◇人権ゆかりの地「東寺」〈人権ポイント 散所法

師との関わり 京都の出入り口という立地条件と
葬送地・四塚の存在〉 野地秀俊

◇ 出版物・刊行物案内
‣京都人権歴史紀行 ‣人権問題研究叢書
‣研究紀要 ほか

研究所通信 （部落解放・人権研究所刊
） 円

◇西日本夏期講座 沖縄プレイベントと反差別のワン
アクション 川口泰司

◇ 報告 第 回研究部門「識字・成人基礎教育研究
会」ワークショップどうつくる？『識字・水平社

年宣言』
◇第 回人権尊重の風土づくりをめざす 企業・法人

のための「人権・同和問題企業啓発 ｵﾝﾗｲﾝ 講
座」（詳細は催し物欄）

◇世界人権宣言大阪連絡会議 第 回総会＆記念講演
谷口真由美「『大阪のおばちゃん』が見た『おっ
ちゃん社会』」

国際人権ひろば （アジア・太平洋人権情報セ
ンター ヒューライツ大阪 刊 ） 円
◇水平社宣言 周年と水平社博物館のめざす役割

駒井忠之
コリアＮＧＯセンター （コリア

センター刊 ） 円
◇大阪コリアタウン多文化共生のまちづくり 在日

コリアンの可視化されるコミュニティへ 郭辰雄
◇ウトロ平和祈念館が開館 在日コリアンの歴史を

刻むとともに未来に向けた出会いと交流の拠点に
◇民団施設やウトロ地区での放火事件 求められる

在日コリアンへのヘイトクライム対策
◇株式会社吉野家ホールディングス就職差別事件に

京都部落問題研究資料センター通信 第６ 号 年 月 日

◇三木市協第 回総会開催
◇兵庫の彼方此方 あちこち から 当たり前の営み
を通して

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇部落解放・人権政策確立要求第一次中央集会報告
◇第 回県連大会一般活動方針 案
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇ 部落解放・人権啓発講座に 人参加
◇第 回県連大会一般活動方針（前号の続き）
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇狭山事件の再審を求める市民集会 東京・日比谷で
開催

◇第 回全国女性大会に参加して 府中市協 芝内清
恵

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇部落解放同盟第 回全国大会 ・ 報告
◇広島県連執行委員会 が呉市に対して、川尻
町差別落書き事件を市民に周知することなど申し
入れることを確認

◇ 主張 県連大会を終えて
◇第 回全国女性集会に参加して 冨中宏枝
◇ 地域版 ・南部地域協議会第 回定期大会
部落解放運動を後継者に引き継ぐことを確認
‣部落解放・人権確立を求める山県地区連絡会第
回総会・講演会を実施

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇ 広島県連第 回定期大会関連記事
◇ 主張 差別情報の公開を許さず、控訴審で完全勝
利をめざそう

◇第 回全国女性集会に参加して 正木和子
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇ 被爆 周年原水爆禁止世界大会・広島大会開

会総会関連記事
◇ 浄土真宗本願寺派鹿児島教区委員会「是旃陀
羅」問題をテーマに公開学習会開催

◇ 広島県共闘会議「就職差別撤廃」要請行動
◇ 主張 「旃陀羅」問題と真摯に向き合う僧侶
◇第 回全国女性集会に参加して 石山小百合
◇ 地域版

‣ 南部協女性部第 回定期大会開催
‣ 大崎上島町協第 回定期大会開催
‣ おのみち八の日実行委員会女性集会開催

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審関連記
事

◇子どもの進路を保障する教育運動の再構築をめざ
して 広島県連と広教組の連携の会開催

◇広島県連安倍元首相の「国葬」に抗議文
◇被爆 周年原水爆禁止世界大会・広島大会基調
下

◇ 主張 真の民主主義をめざして
◇第 回全国女性集会に参加して 大宮弘子
◇ 地域版

‣北広島町協第 回定期大会・学習会 開催
‣竹原市協女性部第 回定期大会実施
‣ 部落解放・人権政策の確立を求める東
部ブロック集会実行委員会開催

かけはし （香川県隣保館連絡協議会刊 ）
◇隣保ソーシャルワーカーは、かくして生まれた
宮島喜輝

◇ 隣保館紹介 坂出市西庄文化センター
◇ 円モーニングの紹介 善通寺隣保館「ふれあ
いモーニング」

◇ 隣保館活動紹介 丸亀市二軒茶屋総合センター
◇ 研修報告 香川県隣保館関係職員研修会
語る・かたる・トーク （横浜国際人権センター刊

） 円
◇国連 横浜国際人権センター・うずしおブラ
ンチ 人権教育研究所・人権こども塾 ニ
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◇三木市協第 回総会開催
◇兵庫の彼方此方 あちこち から 当たり前の営み
を通して

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇部落解放・人権政策確立要求第一次中央集会報告
◇第 回県連大会一般活動方針 案
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇ 部落解放・人権啓発講座に 人参加
◇第 回県連大会一般活動方針（前号の続き）
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇狭山事件の再審を求める市民集会 東京・日比谷で
開催

◇第 回全国女性大会に参加して 府中市協 芝内清
恵

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇部落解放同盟第 回全国大会 ・ 報告
◇広島県連執行委員会 が呉市に対して、川尻
町差別落書き事件を市民に周知することなど申し
入れることを確認

◇ 主張 県連大会を終えて
◇第 回全国女性集会に参加して 冨中宏枝
◇ 地域版 ・南部地域協議会第 回定期大会
部落解放運動を後継者に引き継ぐことを確認
‣部落解放・人権確立を求める山県地区連絡会第
回総会・講演会を実施

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇ 広島県連第 回定期大会関連記事
◇ 主張 差別情報の公開を許さず、控訴審で完全勝
利をめざそう

◇第 回全国女性集会に参加して 正木和子
解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊

）
◇ 被爆 周年原水爆禁止世界大会・広島大会開

会総会関連記事
◇ 浄土真宗本願寺派鹿児島教区委員会「是旃陀
羅」問題をテーマに公開学習会開催

◇ 広島県共闘会議「就職差別撤廃」要請行動
◇ 主張 「旃陀羅」問題と真摯に向き合う僧侶
◇第 回全国女性集会に参加して 石山小百合
◇ 地域版

‣ 南部協女性部第 回定期大会開催
‣ 大崎上島町協第 回定期大会開催
‣ おのみち八の日実行委員会女性集会開催

解放新聞広島県版 （解放新聞社広島支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審関連記
事

◇子どもの進路を保障する教育運動の再構築をめざ
して 広島県連と広教組の連携の会開催

◇広島県連安倍元首相の「国葬」に抗議文
◇被爆 周年原水爆禁止世界大会・広島大会基調
下

◇ 主張 真の民主主義をめざして
◇第 回全国女性集会に参加して 大宮弘子
◇ 地域版

‣北広島町協第 回定期大会・学習会 開催
‣竹原市協女性部第 回定期大会実施
‣ 部落解放・人権政策の確立を求める東
部ブロック集会実行委員会開催

かけはし （香川県隣保館連絡協議会刊 ）
◇隣保ソーシャルワーカーは、かくして生まれた
宮島喜輝

◇ 隣保館紹介 坂出市西庄文化センター
◇ 円モーニングの紹介 善通寺隣保館「ふれあ
いモーニング」

◇ 隣保館活動紹介 丸亀市二軒茶屋総合センター
◇ 研修報告 香川県隣保館関係職員研修会
語る・かたる・トーク （横浜国際人権センター刊

） 円
◇国連 横浜国際人権センター・うずしおブラ
ンチ 人権教育研究所・人権こども塾 ニ
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想
◇ 「真実は一つ！石川さんは無実だ！狭山事件
の再審を求める墨田区集会」開催

◇台東区人権条例制定を求める懇談会紹介
◇ 全国部落調査復刻盤出版事件控訴審開始
解放新聞栃木版縮小版 上 ・（下 （解放新聞社栃木
支局刊 ）各 円
解放新聞奈良県版 （解放新聞社奈良支局刊

） 円
◇県連「水平社創立 年先輩を偲ぶ集い」を開催
◇奈良県人権・部落解放研究集会 第 回実行委員会
報告

◇ 年部落解放全国保育活動者会議報告
◇県連第 期第 回県委員会報告
◇第 回全人教大会成功に向けた現地実行委員会第
回全体会報告

◇「いきいきまちづくり推進事業」講評
◇大福吉備支部第 回定期大会開催
◇杏中支部、横井支部総会開催
解放新聞奈良県版 （解放新聞社奈良支局刊

） 円
◇水平社創立 周年「先輩を偲ぶ集い」開催
◇寺澤亮一奈良人権部落解放研究所理事長が逝去
◇「差別をなくす強調月間」関連記事
◇奈良県人権教育推進協議会が部落問題講座 市民ら
約 人参加

解放新聞奈良県版 （解放新聞社奈良支局刊
） 円

◇奈良企業連 年度法人会員の集い関連記事
◇奈良県人権部落解放研究所「これからの時代のた
めの総合人権講座」報告

◇奈良人権文化センター オンライン講演「差別を
なくす人権を考える集い」配信

◇ 奈良平和フォーラム・原水爆禁止奈良県協議
会総会開催

◇『願う』平和から『叶える』平和へをテーマに連
合奈良 原爆展開催

◇「中和少年少女水平社 周年記念行事」関連記

事
◇奈良県立同和問題関係史料センター「県民歴史講
座」スタート

解放新聞奈良県版 （解放新聞社奈良支局刊
） 円

◇奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部連
絡協議会 第 回シンポジウム開催

◇奈良県連 「水平社創立 周年 先輩を偲ぶ集
い」浄土真宗本願寺派 廣岡祐渉さん「光をもと
めて―水平社 年 黒衣同盟 年」講演

◇ 本の紹介 『知っておきたい部落問題学習のい
ま』奈良人権部落解放研究所刊 円 税

解放新聞兵庫版 （解放新聞兵庫支局刊
）

◇部落解放同盟第 回全国大会報告
◇全国高校生・青年活動者会議報告
◇兵庫県連青年部 期第二回学習会 水平社博物館
館長駒井さんが講演

◇ひょうご部落解放・人権研究所 総会と人権セミナ
ー開催

◇兵庫の彼方此方から 「今までの私とこれからの
私」

◇兵庫県連教宣部連続学習会で兵庫県水平社のあゆ
みを学ぶ

解放新聞兵庫版 （解放新聞兵庫支局刊
）

◇ 主張 女性集会の成功をめざそう
◇ ひょうご部落解放・人権研究所 同和対策事業
を振り返る人権セミナー開催

◇ 兵庫県連青年部第 回大会 沖縄を考える映
画上映会開催

◇第 回モニタリング団体ネットワーク会議 現況報
告

◇ 教育文化運動部 県教委交渉で人権研修の在り
方など要望

◇ 兵庫県人権保育研究協議会 総会・学習会開
催

◇ 但馬共闘会議総会開催
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予測システム導入事業費についても説明。
‣教育庁 京都式「教育ＤＸ」推進事業の説明。
スマートスクール推進事業でタブレット購入補
助、情報通信技術支援員の各校１名の配置など
説明。など

◇ 報道関係者向け「全国部落調査」復刻版出版
事件の控訴審前の学習会を行う

◇京都府連各地で支部大会
‣ 千本支部第 回定期大会
‣ 八木支部第 回定期大会
‣ 第 回六区支部定期大会

◇ 部落解放第 回京都府人権・解放保育研究
集会第 回実行委員会開催

◇ 部落解放人権政策確立要求京都府実行委員会
第 期第 回幹事会開催

解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件控訴審関連記事
◇ 部落解放人権政策確立要求京都府実行委員会
第 回大会関連記事

◇田中支部が 周年誌発行
◇ 「第 回ＫＹＯのあけぼのフェスティバル

」案内
◇『表現の不自由展ＫＹＯＴＯ』報告 撤去や排除
の作品一堂に展示

◇丘支部「識字学級ふきのとう」トートバックやパ
ネルを制作

◇ リバティおおさか企画展報告 『あらためて
考えよう！ 水平社宣言』をテーマに朝治武館長ギ
ャラリートーク

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇部落解放同盟滋賀県連合会第 回定期大会運動方
針 案

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇部落解放同盟第 回全国大会報告
解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会

刊 ）
◇参議院選・知事選関連記事
解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇ 滋賀人企連と滋賀県連合会情報交換会を開催
◇滋賀県民平和・人権運動センターと護憲・原水爆
禁止滋賀県民会議による自治体要請行動 米
原市・多賀市・豊郷町 報告

◇企業連主催のインボイス制度について各支部・ブ
ロック別に学習会開催

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇ 第 回部落解放滋賀県民会議総会開催
◇ 太鼓づくりに親子で挑戦 滋賀県人権センタ
ー事業開催

解放新聞東京版 （解放新聞社東京支局刊
） 円

◇書評「ごみ清掃の仕事」の場で培われてきた「誇
り」井桁碧

◇部落解放第 回全国女性集会が熊本で 年ぶりに
開催

◇狭山最再審要求北部集会開催 人が参加
◇第 回部落問題東京講座開催 つの講座に 名が
参加

◇「復刻版」裁判「控訴審」闘争勝利を課題に 東京
部落解放研究所第 回総会開催

◇水平社創立 年 ―差別との闘い歴史（ ） 朝治
武

解放新聞東京版 （解放新聞社東京支局刊
） 円

◇ 部落解放第 回東日本研究集会関連記事
◇ 上野駅「狭山事件の再審を求める情宣行動」
実施

◇葛飾支部社会教育リーダー会議が ・ に実地踏
査と部落問題学習の宿泊研修会を実施

◇ 足立支部第 回定期大会開催
◇ 江東支部第 回定期大会開催
◇部落解放第 回全国女性集会都連女性部参加者感
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予測システム導入事業費についても説明。
‣教育庁 京都式「教育ＤＸ」推進事業の説明。
スマートスクール推進事業でタブレット購入補
助、情報通信技術支援員の各校１名の配置など
説明。など

◇ 報道関係者向け「全国部落調査」復刻版出版
事件の控訴審前の学習会を行う

◇京都府連各地で支部大会
‣ 千本支部第 回定期大会
‣ 八木支部第 回定期大会
‣ 第 回六区支部定期大会

◇ 部落解放第 回京都府人権・解放保育研究
集会第 回実行委員会開催

◇ 部落解放人権政策確立要求京都府実行委員会
第 期第 回幹事会開催

解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件控訴審関連記事
◇ 部落解放人権政策確立要求京都府実行委員会
第 回大会関連記事

◇田中支部が 周年誌発行
◇ 「第 回ＫＹＯのあけぼのフェスティバル

」案内
◇『表現の不自由展ＫＹＯＴＯ』報告 撤去や排除
の作品一堂に展示

◇丘支部「識字学級ふきのとう」トートバックやパ
ネルを制作

◇ リバティおおさか企画展報告 『あらためて
考えよう！ 水平社宣言』をテーマに朝治武館長ギ
ャラリートーク

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇部落解放同盟滋賀県連合会第 回定期大会運動方
針 案

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇部落解放同盟第 回全国大会報告
解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会

刊 ）
◇参議院選・知事選関連記事
解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇ 滋賀人企連と滋賀県連合会情報交換会を開催
◇滋賀県民平和・人権運動センターと護憲・原水爆
禁止滋賀県民会議による自治体要請行動 米
原市・多賀市・豊郷町 報告

◇企業連主催のインボイス制度について各支部・ブ
ロック別に学習会開催

解放新聞滋賀版 （部落解放同盟滋賀県連合会
刊 ）
◇ 第 回部落解放滋賀県民会議総会開催
◇ 太鼓づくりに親子で挑戦 滋賀県人権センタ
ー事業開催

解放新聞東京版 （解放新聞社東京支局刊
） 円

◇書評「ごみ清掃の仕事」の場で培われてきた「誇
り」井桁碧

◇部落解放第 回全国女性集会が熊本で 年ぶりに
開催

◇狭山最再審要求北部集会開催 人が参加
◇第 回部落問題東京講座開催 つの講座に 名が
参加

◇「復刻版」裁判「控訴審」闘争勝利を課題に 東京
部落解放研究所第 回総会開催

◇水平社創立 年 ―差別との闘い歴史（ ） 朝治
武

解放新聞東京版 （解放新聞社東京支局刊
） 円

◇ 部落解放第 回東日本研究集会関連記事
◇ 上野駅「狭山事件の再審を求める情宣行動」
実施

◇葛飾支部社会教育リーダー会議が ・ に実地踏
査と部落問題学習の宿泊研修会を実施

◇ 足立支部第 回定期大会開催
◇ 江東支部第 回定期大会開催
◇部落解放第 回全国女性集会都連女性部参加者感
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◇石川一雄さんビデオメッセージを中央本部ホーム
ページで公開

◇ 河内ブロックかわら版
‣相次ぐ八尾市の差別事件に対して、西郡支部と

安中支部が 街宣行動実施
‣河内水平社創立 周年記念集会 富田林地
域で開催

解放新聞改進版 （部落解放同盟改進支部刊
）

◇部落解放同盟改進支部第 回定期大会 開催
◇支部長・書記長に闘う決意を聞く
◇ 年度第 回教育懇談会 開催 テーマ「しんど

い子どもたちを取り巻く状況1 ―ICT教育 中学校
－」 講師 林秀晃さん

◇ 本の紹介 「日本人の宿題 歴史探偵、平和を謳
う」半藤一利 著 解説 保坂正康 ＮＨＫ出版

解放新聞改進版 （部落解放同盟改進支部刊
）

◇藤森竹田児童館「ＮＰＯ人権ネットワーク・ウェ
ーブ 」取組紹介

◇ 年度教育懇談会開催 テーマ「しんどい子ど
もたちを取り巻く状況 ― 教育 小学校－」 講
師 佐伯卓也さん

解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊
） 円

◇部落解放同盟第 回全国大会開催 西島藤彦執行委
員長選出―京都府連からは朝田元委員長以来―

◇第 回人権啓発京都府集会開催―「自分らしく」
いられる社会へ―

◇全国大会 分散会「狭山再審勝利へ機運を高めよう
―方針の補強・具体化求める」

◇人権啓発京都府集会でトークセッション「女性た
ちのコロナ禍」

◇差別主義者は許せない 第 回公判 ウトロヘイトク
ライム裁判

◇連載「よき日」へ―それぞれの歩み 笠置町 宮葉
茂雄さん

◇現場の声を国会に届けよう 府連が北部時局講演会

を共催
解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊

） 円
◇京都府連女性部第 回大会を開催「語り合える女

性活動を」
◇西島中央委員長が決意を語る
◇来年 月の 第 回全国人権保育研究集会に向け

部落解放全国保育活動者会議 開催
◇第 回部落解放同盟山城地区協議会総会 開催
◇部落解放同盟京都府連合会 第 回青年対策部会議

開催
◇部落解放京都地方共闘会議 就職差別撤廃の要請

行動
◇ 月 日ウトロ放火事件判決 第三回公判検察は懲

役 年を求刑
解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊

）
◇ 第 回京都府連委員会で第 期、第 期の執

行部体制を確認 ネット対策本部を立ち上げ
◇ 南丹地協第 回定期総会開催
◇ 第 回京都府連女性部委員会開催
◇ 「人にいちばん近いまちづくり」福知山市実

行委員会第 回大会開催
◇さらなる闘いの構築を 改進支部、 久世

支部が定期大会開催
◇ 「第 回モニタリング団体ネットワーク会議」

現状報告
◇ 連載 第 回「よき日」へ ―それぞれの歩み 京都

府連・同盟員への聴き取りから 北井百合美さん
解放新聞京都版 （解放新聞社京都支局刊

）
◇ 年度京都府事業説明会 各部の説明概要
‣府民環境部 人権啓発活動費からインタ―ネッ
トによる人権侵害対策費を説明。モニタリング
の継続。差別書き込み対策の検討会設置。「京都
ヒューマンフェスタ 」開催決定。

‣建設交通部 建設ＤＸ促進事業費について説明。
ＩＣＴ活用・ＩＣＴ体験研修実施。水位・氾濫

京都部落問題研究資料センター通信 第６ 号 年 月 日

っこい喫茶」開催
◇ 人権尊重の矢田まちづくり委員会 学校と地
域が協力して防災訓練

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇部落解放人権研究所が総会「差別禁止法の制定へ」
◇沖縄平和行進大阪府青年部から 人が参加
◇反差別国際運河第 回総会開催
◇北摂ブロックかわら版 人権のまちづくりへ 沢良
宜・吹田光明町が支部大会開催

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ジェンダー平等の実現へ 水平社 年をふまえて
前進を府連女性部第 回大会開催

◇河内ブロックかわら版
富田林 戸籍不正入手に関する本人通知制度の全通
知制度導入についてなんざい哲平富田林市会議員
が議会質問を行う
向野 向野支部が行う近隣小中学へのリモート部落
問題学習 月から対面で実施

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 第 回大阪府連拡大執行委員会開催 中央
政策・連携会議を設置

◇ 大阪水平社 周年記念集会開催「 年目
からの運動を展望する」テーマにシンポジウム

◇ 年目からの運動推進をめざして、 「大阪
府人権協会設立 周年記念の集い」

◇第 期大阪府連執行体制一覧
◇大阪人権博物館 リバティおおさか 企画展「も
っと知ろう！水平社 年の歴史」関連記事

◇部落解放大阪府民共闘会議 に水平社博物館
はじめとする人権のふるさとをフィールドワーク
◇ 北摂ブロックかわら版

‣ 鶴原支部 年ぶりの親子体験広場を開催。
‣鶴原支部映画『破戒』上映鑑賞運動を友鶴会中
心に小中学校や関係団体と連携し推進

‣ 第 回貝塚支部定期大会開催

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 同和問題解決 部落解放 ・人権政策確立要求
大阪実行委員会第 回総会開催

◇ 水平時評 明治元年から敗戦、敗戦から今年 年
目の悪夢としないために 赤井隆史

◇雇用差別の撤廃に向けて 年度公正採用実務
者研修会を に開催

◇大阪府連青年部主催「ぶらコム 」が「出身問
わず語る場」としてボーリング大会を に開く

◇ 大阪市内ブロックかわら版
‣大切な地域コミュニティ「入船温泉」が、浅
香・加島・矢田のＡＫＹまちづくり合同会社の
協力を得て平野支部とＨＲＣコンサルティング
が運営し、 リニューアルオープン

‣隣保館をまちづくりの中心に 西成支部・住吉支
部大会

◇ 「かしまスイスイ 子ども 食堂」久しぶりの
対面 通常 開催でにぎわう

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 大阪水平社創立 周年記念集会開催
◇第 期の部落解放運動 水平社創立 年目からの
決意表明 基調提案

◇大阪府水平社創立 周年功労者・物故者表彰者
◇大阪水平社創立 周年記念集会シンポジウム
◇ 北摂ブロックかわら版

‣道祖本支部定期大会運営と合わせて映画『破戒』
鑑賞推進活動実施
‣地域人権ＦＭ放送局「総持寺局」（茨木市人権三
島地域協議会運営）が配信開始。
‣大阪府連『大阪の部落解放運動 年の歴史と展
望』発刊。「水平社 年記念切手」も作成。

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審関連
記事

◇ 識字・日本語連絡会が総会関連記事
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っこい喫茶」開催
◇ 人権尊重の矢田まちづくり委員会 学校と地
域が協力して防災訓練

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇部落解放人権研究所が総会「差別禁止法の制定へ」
◇沖縄平和行進大阪府青年部から 人が参加
◇反差別国際運河第 回総会開催
◇北摂ブロックかわら版 人権のまちづくりへ 沢良
宜・吹田光明町が支部大会開催

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ジェンダー平等の実現へ 水平社 年をふまえて
前進を府連女性部第 回大会開催

◇河内ブロックかわら版
富田林 戸籍不正入手に関する本人通知制度の全通
知制度導入についてなんざい哲平富田林市会議員
が議会質問を行う
向野 向野支部が行う近隣小中学へのリモート部落
問題学習 月から対面で実施

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 第 回大阪府連拡大執行委員会開催 中央
政策・連携会議を設置

◇ 大阪水平社 周年記念集会開催「 年目
からの運動を展望する」テーマにシンポジウム

◇ 年目からの運動推進をめざして、 「大阪
府人権協会設立 周年記念の集い」

◇第 期大阪府連執行体制一覧
◇大阪人権博物館 リバティおおさか 企画展「も
っと知ろう！水平社 年の歴史」関連記事

◇部落解放大阪府民共闘会議 に水平社博物館
はじめとする人権のふるさとをフィールドワーク
◇ 北摂ブロックかわら版

‣ 鶴原支部 年ぶりの親子体験広場を開催。
‣鶴原支部映画『破戒』上映鑑賞運動を友鶴会中
心に小中学校や関係団体と連携し推進

‣ 第 回貝塚支部定期大会開催

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 同和問題解決 部落解放 ・人権政策確立要求
大阪実行委員会第 回総会開催

◇ 水平時評 明治元年から敗戦、敗戦から今年 年
目の悪夢としないために 赤井隆史

◇雇用差別の撤廃に向けて 年度公正採用実務
者研修会を に開催

◇大阪府連青年部主催「ぶらコム 」が「出身問
わず語る場」としてボーリング大会を に開く

◇ 大阪市内ブロックかわら版
‣大切な地域コミュニティ「入船温泉」が、浅
香・加島・矢田のＡＫＹまちづくり合同会社の
協力を得て平野支部とＨＲＣコンサルティング
が運営し、 リニューアルオープン

‣隣保館をまちづくりの中心に 西成支部・住吉支
部大会

◇ 「かしまスイスイ 子ども 食堂」久しぶりの
対面 通常 開催でにぎわう

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇ 大阪水平社創立 周年記念集会開催
◇第 期の部落解放運動 水平社創立 年目からの
決意表明 基調提案

◇大阪府水平社創立 周年功労者・物故者表彰者
◇大阪水平社創立 周年記念集会シンポジウム
◇ 北摂ブロックかわら版

‣道祖本支部定期大会運営と合わせて映画『破戒』
鑑賞推進活動実施
‣地域人権ＦＭ放送局「総持寺局」（茨木市人権三
島地域協議会運営）が配信開始。
‣大阪府連『大阪の部落解放運動 年の歴史と展
望』発刊。「水平社 年記念切手」も作成。

解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊
）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件の控訴審関連
記事

◇ 識字・日本語連絡会が総会関連記事
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を開催
◇ 兵庫支局 第 回兵庫県連定期大会 書面決議で
議案承認 兵庫県連が兵庫県を通じてウクライナ
に支援金を託す

◇ 栃木支局 反差別・人権を基軸とした国内外の連
帯・協働をめざして第 回栃木県連定期大会開催

◇ 大阪支局 大阪・難波で狭山街頭行動実施
◇部落問題と沖縄の人権問題を考える西日本夏期講
座をオンラインで開催

◇日本カトリック部落差別人権委員会などが「水平
社 年シンポジウム 人の世に熱あれ 人間に光あ
れ」を開催

◇部落解放・人権研究所の識字・成人基礎教育研究
会が和歌山県新宮市を訪問「蓄積する歴史と現在
のとりくみから部落解放を学ぶ」

解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 主張 憲法改悪・軍拡を許さず、反戦・平和のと
りくみを強化しよう

◇ 国土交通省交渉 公営住宅建て替え問題など
を中心に意見交換

◇第 回部落解放文学賞表彰式
◇ 広島支局 狭山事件の再審を求める福山集
会開催

◇ 大阪支局 大阪府連第 回定期大会開催
◇ 東京支局 東京都連第 回定期大会開催
◇ 北陸支局 部落解放にとりくむ富山県連絡会
議開催 人権フォーラム石川第 回定期大会
開催

◇ 京都支局 人権啓発京都府集会開催
◇「だい かいよみかきこうりゅうかい」から
浅香識字・日本語教室 坂口みどりさん（昨
全大会発表）

解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 東京高裁「全国部落調査」復刻版出版事件の
控訴審第 回口頭弁論開かれる

◇ 識字・日本語連絡会が総会開催
◇ 本の紹介 『春遠からじ～思い出のピースたちと
～』組坂道子著 解放出版社 Ａ５判 頁

円 税 岡田耕治 大阪教育大学特任教授 が紹介
◇全水 周年記念映画『破戒』感想文コンクール
案内

◇映画『破戒』関連記事 埼玉支部・大阪支部
◇ 滋賀支局 滋賀県の「人権に関する県民意識調査」
公表

◇ 東京支局 狭山青年共闘会議が狭山事件の
再審を求める情宣行動

◇ 大阪支局 一般財団法人大阪府人権協会設
立 周年記念の集い

◇ 徳島支局 部落解放徳島地方共闘会議、
「 ・ 集会実行委員会 徳島県連などで組織 」
主催 ・ 「日の丸・君が代・天皇制」を考え
る徳島集会を開催

◇ 神奈川支局 神奈川県連第 回定期大会開
催

◇「だい かいよみかきこうりゅうかい」から
高砂日本語教室

解放新聞愛知版 （部落解放同盟愛知県連合会
刊 ）
◇部落解放同盟愛知県連合会主催第 期部落解放講
座 月 日開催

◇ 第 期部落解放講座報告
‣「和歌山県部落差別解消推進条例」制定の意義
と取り組みについて 森本吉郎さん

‣「愛知県人権尊重の社会づくり条例」に基づく
施策の推進について 大橋充人さん

◇映画『破戒』愛知県の劇場公開案内
解放新聞大阪版 （解放新聞社大阪支局刊

）
◇水平時評 「ツイッター社の『ゼロ回答』 差別
を禁ずる法整備が急務」赤井隆史

◇全国水平社創立 周年記念映画『破戒』の鑑
賞を推進しよう 月 日から上映

◇大阪市内ブロックかわら版 大阪市ブロック会議
「住宅自治活動の推進を」

◇城北同和教育推進連絡協議会総会開催
◇すみよし隣保館 寿で 地域住民の憩いの場「ど

京都部落問題研究資料センター通信 第６ 号 年 月 日

◇ニューメディア人権機構が総会 映画「私のはなし、
部落のはなし」の満若監督が記念講演

◇憲法改悪に断固反対 大阪平和人権センターが聡会
◇地域共闘だより 人間の尊厳や平等を学ぶ 泉佐

野・田尻・熊取共闘会議が水平社博物館で人権研
修

解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊
）

◇部落解放・人権研究所 年度定時総会 開催
◇清掃労働者の差別撤廃へ 大阪清掃人権問題研究会

総会 開催
解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊

）
◇部落解放大阪府民共闘会議 奈良水平社博物館フィ

ールドワーク
◇ 平和と人権を考える講座 開催
解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊

）
◇大阪府水平社創立 年記念集会 関連記事
解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇主張 部落解放同盟第 回全国大会 報告 「第 回

全国大会の成果を踏まえ部落解放運動を大きく前
進させよう」

◇第 期 第一回中央執行委員会開催
◇ が総会「戦争に反対し差別の撤廃を」
◇映画『破戒』の上映スタート
◇狭山事件の再審を求める市民集会 「石川さんのみ

えない手錠をはずすために狭山事件の再審を実現
しよう！」

◇第 回西光万吉文化・平和活動奨励賞 団体に
◇部落解放同盟第 ・ 期 中央役員一覧
◇和歌山県連青年部 西光邸で学習「不戦和栄」の遺

伝子引き継ぐ
◇全国水平社創立 周年記念 映画『破戒』感想文

コンクール 案内
解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 特集 「全国部落調査」復刻版・控訴審勝利に向

けて 上) ―鳥取ループ・ の控訴理由書批判 原

告団長 片岡明幸
◇ 主張 第 回部落解放文学賞 作品募集案内
◇第 期第 回中央委員会 新執行部体制などを確認
◇埼玉で「埼玉県部落差別の解消の推進に関する条

例案」可決 部落差別の禁止を明記
◇人権短歌をよむ会「交差点」 月の会 負の歴史を

軽くみてはいけない
◇部落解放全国解放保育活動者会議 開催 全人保の

成功に向けて開催要綱など確認し実践交流
◇部落解放・人権研究所が第 回総会 開催 差別禁

止法の具体化へ
◇法務省交渉「差別扇動の放置による被害拡大の実

態を追及」
◇美作騒擾 年 追悼の集いを終えて
◇ 本の紹介 『全国水平社 －1942 ―差別と解

放の苦悩』朝治武 著 筑摩書房 新書版 頁
円 税 紹介 畑中敏之

解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 特集 「全国部落調査」復刻版・控訴審勝利に向

けて 下) ―鳥取ループ・ の控訴理由書批判 原
告団長 片岡明幸

◇ 主張 徳島でひらく全国高校生集会・全国青年集
会に結集し、全国の仲間とともに運動の前進を

◇ 本の紹介 『シリーズ・お仕事探検隊 ごみ清掃の
お仕事』押田五郎 著 解放出版社 判 頁

円 税 紹介 藤井正一郎
◇ 奈良支局 奈良県水平社創立 周年記念レセプ

ション開催
◇ 大阪支局 「水平社創立 周年を授業でどのよ

うに教えるか」をテーマに大阪・松原で学習会
◇ 新潟支局 新潟県交渉で「差別を現実視した政策

をしてほしい」と指摘
◇ 大分支局 人権・平和の確立と真の水平社会めざ

し、第 回大分県連定期大会開催
◇ 愛知支局 第 回愛知県連定期大会開催 月

日に愛知県水平社 周年記念集会を実施予定
◇ 香川支局 部落解放に向けて「水平運動」の新た

な歴史を刻んでいこうと第 回香川県連定期大会
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◇ニューメディア人権機構が総会 映画「私のはなし、
部落のはなし」の満若監督が記念講演

◇憲法改悪に断固反対 大阪平和人権センターが聡会
◇地域共闘だより 人間の尊厳や平等を学ぶ 泉佐

野・田尻・熊取共闘会議が水平社博物館で人権研
修

解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊
）

◇部落解放・人権研究所 年度定時総会 開催
◇清掃労働者の差別撤廃へ 大阪清掃人権問題研究会

総会 開催
解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊

）
◇部落解放大阪府民共闘会議 奈良水平社博物館フィ

ールドワーク
◇ 平和と人権を考える講座 開催
解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊

）
◇大阪府水平社創立 年記念集会 関連記事
解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇主張 部落解放同盟第 回全国大会 報告 「第 回

全国大会の成果を踏まえ部落解放運動を大きく前
進させよう」

◇第 期 第一回中央執行委員会開催
◇ が総会「戦争に反対し差別の撤廃を」
◇映画『破戒』の上映スタート
◇狭山事件の再審を求める市民集会 「石川さんのみ

えない手錠をはずすために狭山事件の再審を実現
しよう！」

◇第 回西光万吉文化・平和活動奨励賞 団体に
◇部落解放同盟第 ・ 期 中央役員一覧
◇和歌山県連青年部 西光邸で学習「不戦和栄」の遺

伝子引き継ぐ
◇全国水平社創立 周年記念 映画『破戒』感想文

コンクール 案内
解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 特集 「全国部落調査」復刻版・控訴審勝利に向

けて 上) ―鳥取ループ・ の控訴理由書批判 原

告団長 片岡明幸
◇ 主張 第 回部落解放文学賞 作品募集案内
◇第 期第 回中央委員会 新執行部体制などを確認
◇埼玉で「埼玉県部落差別の解消の推進に関する条

例案」可決 部落差別の禁止を明記
◇人権短歌をよむ会「交差点」 月の会 負の歴史を

軽くみてはいけない
◇部落解放全国解放保育活動者会議 開催 全人保の

成功に向けて開催要綱など確認し実践交流
◇部落解放・人権研究所が第 回総会 開催 差別禁

止法の具体化へ
◇法務省交渉「差別扇動の放置による被害拡大の実

態を追及」
◇美作騒擾 年 追悼の集いを終えて
◇ 本の紹介 『全国水平社 －1942 ―差別と解

放の苦悩』朝治武 著 筑摩書房 新書版 頁
円 税 紹介 畑中敏之

解放新聞 （解放新聞社刊 ） 円
◇ 特集 「全国部落調査」復刻版・控訴審勝利に向

けて 下) ―鳥取ループ・ の控訴理由書批判 原
告団長 片岡明幸

◇ 主張 徳島でひらく全国高校生集会・全国青年集
会に結集し、全国の仲間とともに運動の前進を

◇ 本の紹介 『シリーズ・お仕事探検隊 ごみ清掃の
お仕事』押田五郎 著 解放出版社 判 頁

円 税 紹介 藤井正一郎
◇ 奈良支局 奈良県水平社創立 周年記念レセプ

ション開催
◇ 大阪支局 「水平社創立 周年を授業でどのよ

うに教えるか」をテーマに大阪・松原で学習会
◇ 新潟支局 新潟県交渉で「差別を現実視した政策

をしてほしい」と指摘
◇ 大分支局 人権・平和の確立と真の水平社会めざ

し、第 回大分県連定期大会開催
◇ 愛知支局 第 回愛知県連定期大会開催 月

日に愛知県水平社 周年記念集会を実施予定
◇ 香川支局 部落解放に向けて「水平運動」の新た

な歴史を刻んでいこうと第 回香川県連定期大会
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収集逐次刊行物目次 （ 年 月～ 月受入）
―各逐次刊行物の目次の中から部落問題に関係のあるものを中心にピックアップしました―

□所在地 〒 京都市北区小山下総町 京都府部落解放センター 階
□ □
□
□開室時間 月曜日～水曜日・金曜日・第 ・第 土曜日 時 時（祝日・年末年始は休みます）
□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口駅」（京都駅より約 分）下車 北へ徒歩 分

朝田教育財団だより （朝田教育財団刊 ）
◇朝田善之助生誕 年・朝田教育財団設立 周年
記念の集い 関連記事

◇ 研修報告 朝田善之助記念第 回同和教育研修会
◇ 寄稿 法律制定過程に関わって 国府泰道
◇ 寄稿 映画評『私のはなし、部落のはなし』―い
ま、部落問題を考える手がかりとして 山本崇記

◇ 理事会・評議会報告 朝田教育財団第 回理
事会開催

◇ 奨学生募集 朝田教育財団 奨学生 年度募集
要項

明日を拓く （「明日を拓く」編集委員会刊
） 円＋税

◇ 特集 「全国部落調査」復刻版出版事件の判を
どう受け止めるか 年度第 回定例研究会の
記録「全国部落調査」復刻版出版事件判決の問題
点 片岡明幸

◇ 特集 部落の「属性」の否定という共通点は何
を意味するのか―ラムザイヤー・鳥取ループ・法
務省 ― 年度第 回定例研究の記録 部落の
「属性」の否定という共通点は何を意味するのか
吉田勉

◇ 書評 朝治武、谷元昭信、寺木伸明、友永健三 編
著『続部落解放論の最前線水平社 年を踏まえ

た新たな展望』鳥山洋
通信 （反差別国際運動刊 ）

◇ 特集 先住民族の権利―続く植民地主義との闘い
‣琉球先住民族の遺骨盗掘問題 松島泰勝
‣国際水準の遺骨、土地返還の権利 上村英明
‣先住民族の副葬品、遺骨および無形文化財の
返還

◇不可視化に抗するために― 年前の部落女性
何を伝えようとしたか 宮前千雅子

◇ 本の紹介 シリーズお仕事探検『ごみ掃除のお
仕事』押田五郎著 解放出版社 円

［ｳﾄﾛ ﾚﾀｰ］ （ウトロ平和祈念館運
営展示部会刊 ）
◇『 レター』が始まります！
◇宇治ウトロ地区放火事件裁判について
◇サポーター募集案内
大谷学報 （大谷大学大谷学会刊 ）
◇近世京都における都市開発と新地形成 ―妙法院
と七条新地― 平野寿則

解放共闘大阪 （部落解放大阪府民共闘会議刊
）

◇解放同盟府連第 回大会 水平社 年を新たな解
放運動の始まりに赤井委員長・高橋書記長体制に

◇「水平社博物館」フィールドワークのお知らせ

事務局より

◇今号の「論文紹介」は著者の西村優汰さんが、全国水平社・京都府水平社創立 周年を記念し

て、 年 月 日に自費出版した冊子から転載いたしました。

◇今回、センター通信の発行が遅れましたことをお詫びいたします。
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